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会 報 


会 員 動 守 [新入 会 Ft 一 (京都 市 左京 区 京都 大 学 理学 部 地質 鉄 物 学 教 宰 ), 稲積 蛋 
(金沢 市 仙石 町 金沢 大 学 理学 部 地質 学 教室 ), 小西 優 (金沢 市 仙石 町 金沢 大 学 理 学部 地 
質 学 教室 ), 田中 留 治 (金沢 市 仙石 町 金沢 大 学 理 学部 地質 学 教 過 ), Bu RRA 
宿 区 河田 町 3 地質 調査 所 東京 分 塞 ), 明治 鉱業 株 式 会 社 地質 課 ( 東 京都 中 央 区 八重 州 6 
の 1), 中 藤岡 (福岡 県 戸畑 市 九州 工業 大 学 鉱山 学科 ), 山城 将貴 (鹿児島 市 鴨池 町 鹿 児 
島 大 学 文 理学 部 地学 教 窒 )。 

(MERUBHA) MARK (NAH BESS), BARRE (META), 千 

JES (EPRRBHARARMRODOR), 井 島 信 五 郎 (東京 都 中 野 区 江古田 4 の 1598), 

小 等 原 和田 (山形 市 江 町 69 の 2), 小川 雨 田 雄 ( 東 京都 千代 田 区 丸の内 1 丁目 401 日 東 

化学 工業 区 .KK.), 大 野 勝 次 (岡山 市 国富 本 町 337 友田 好 太 方 ), 西原 元 男 (山形 県 最上 

EL LEAR REAR ST), 中 村 二 郎 ( 長 野 県 下水 内 郡 岡 山村 温井 分 教場 ), 
・ 志 達 捉 (和歌 山県 東 本 婁 郡 那 知 身 浦 町 大 字 井 國 118 三 菱 金属 妙法 鉱業 所 ) 。 

Bie 会 々 員 URBRBROMEOMICEL, © > CRRA CRORE 

BHT Bo 


HTARMRYRSAABEASOMS 昭和 30 年 度 の 秋季 大 会 は , 来る 10 月 
22 日 (+) ょ より 25 日 CK) 迄 4 日間 , 京都 市 に 於 て 二 会 他 下 記 6 学 協 会 主催 
を も つて 合同 秋季 大 会 と し て 開催 し , この 大 会 次 第 , 参加 申込 要項 な ど は 既に お 知 
ら せ し まし た が , 本 学会 々 員 各 位 に は 奮 つ て 御 参加 下さ い 。 


主催 : 日 本 岩石 破 物 破 床 学会 , BAGS, 日 本 鉄山 地質 学会 , 日 本 鉄 物 学会 , 
URGES GR, KES, 浮 選 研究 会 , ME: LARK. ARAM: 地下 
資源 関係 学 協 会 合同 秋季 大 会 開催 地 : 京都 市 京都 大 学 . 会 期 : 昭和 30 年 10 
月 22 日 ( 土 )~10 月 25 日 ( 火 ) の 4 日間, 10 月 22 日 ( 土 ) 特別 護 注 会 10 時 30 分 へ ~16 
時 会 場 京都 大 学 工学 部 ) 10 月 23 日 (日 ) 学術 議 演 会 9 時 30 分 へ 16 時 30 分 会 場 
京都 大 学 工学 部 , AVI ITO 会 場 京都 大 学 楽 友 会 館 , 10 月 24 日 (月 ) 観 
光 遊 覧 会 , 10 月 25 日 ( 火 ) BK), 工場 見 学会 

詳細 は 前 号 に 添付 の 「 大 会 案内 」 そ の 他 を 御覧 下さ い 。 


新 Tl 紹 介 


Geology of petroleum. By A.I. Levorsen. 石油 地質 学 の 中 で 重要 な 項目 と 
し て 第 一 に reservoir 及び その trap, 次 いで reservoir condition, 更に origin, 
migration, 及び accumulation, 最後 に 新 油層 ・ 油 田 の 開発 の 問題 を と りあ ぁ げ て , Hh 
質 学 を 学ん だ も の 及び 石油 地質 に 関与 する も の の 導 に 著 わ され た も の で ある 。 FORA 
ix, Part I: Introduction, Part II : Reservoir (Reservoir rock ; Reservoir 
pore spare ; Reservoir traps), Part III : Petroleum pool (Reservoir fluids ; 
Reservoir conditions ; Reservoir mechanics), Part IV : Geologic history of 
petroleum (Origin ; Migration and accumulation ; Subsurface geology ; Petro- 
leum province ; Petroleum prospect), 以上 の 各 項 目 毎 に selected general read- 
ings (簡単 な 内 容 叉 は 抄録 が 附け て ある ) 及び reference note RBWCHY, eG 
ae MUMS aS ASA ER A CWS S (A series of geologic text, W.H. Freeman and 
Company, San Francisco, A2¢ 651A, 4 703K, 1954 42, 3200 円 ) ( An] 
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New find of scheelite at Sekihata 
~ in Yamahashi Village, Fukushima Prefecture. 


KR #e 7E -— (Kelichi Gmiori)** 
大 & te PF (Kiyohiko Otsuka) 
横 山 


WH (Kanae Yokoyama)** 


Abstract : A new occurrence of scheelite from Yamahashi Village, 
Fukushima Preijecture is described. The mineral occurs in skarn minerals, 
such as garnet and epidote, which were intruded by quartz veins. It shows 
a pale blue fluorescence in short wave ultraviolet radiation and its crystals 
have a common habit with well develope {101} and {1i1} forms. The 
specific gravity determined by a pycnometer was G=6.07,. The refractive 
indices determined by a method of minimum deviation were w=1.9212, 


€=1.9282, €—w=(—) 0.0070. The chemical analysis shows a result shown 


in Table 2, No. 1. 
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昭和 28 年 10 A, 筆者 の 1 人 (K.O. Jr.) (2B RRA ARR AT 
戸倉 附近 で , ROR BICAV OHRKAKAYGBH, ChHICEXORA 
カル ン 鉱物 中 に 微細 で は ある が , ミネ ララ イト の 短波 長 (2537A) Bopp 
で , FARROW ET SHRMe AML ko COBBERL, MMIC 
て この 附近 を 詳細 に 調査 し , 本 鉱物 の 産地 を 確認 し , 同時 に 0.5~2cm 大 
の 本 鍼 物 を 多数 擦 集 す る こと が 出来 た 。 こ れ 等 を 調べ た と ころ る , すべ て 灰 
重石 で あつ た 。 SERRA AICKRI SIRBAORMIL, これ が が はじ めで あろ 


うと 思う 。 こ ・ ゝ に 本 録 物 の 産 状 , 鉄 物 学 的 譜 性 質 を 述べ る こと に する 。 


* 日 本 鉄 物 学会 総会 に て 講演 昭和 30 年 6 月 3 日 
** 。 東北 大 学 理 学部 岩石 破 物 破 床 学 教 密 
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COBINAOPR A, 発 地 岡 (Hocchigaoka) 附近 た は, AKERORD 
Vy Sia EH LL, RIC REIL PEO Mk LU CH4ECH SO KEG 
は 戸倉 部 落 , FEHB < OB ROAK ERED ORB DISET 
こと は 出来 ず , 本 鉄 物 を 産出 し た の は 発 地 岡 部 落 の 北西 方 0.5km, 三角 
MOHD 554.6m 高地 の 西方 山腹 で , 魚 川村 と 石川 郡山 橋村 の 和 村 境 に 当 
り , 山 橋村 関 畑 地内 で ある 。 この 附近 の ルー ト } ト マッ プ を 第 1 図 に 掲げ よ 
う 。 当 地 は 数 年 前 た, HLL CMI BRUCE LEE CAG, この 
HEMOAS Sik 30x10m 大 で ある 。 現在 は 休 正 し て いる 。 癌 この 北方 約 
0.5km に も , これ を 含む 小 規 模 の 赴 頭 が ある 。 
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1: 灰 宣 石 産地 2 : FOR TERMES RS 
Si dtAH Rea 6 : 温 成 岩 7 : YPAUS 
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この 附近 の 地質 は , 阿武 隈 山地 に 広く 分 布地 る 片 汰 図 雲 花岡 図 緑 岩 と 半 
入 片 麻 岩 より 成り , 


矯 者 中 に は 結 品質 石灰 岩 が レン ズ 状 に 挟 つ て いて , FG 
FA, BRR ED A WN v GDR PEF , KBAIZ, CORAM yY Skyy’ 
更に 石英 脈 で 貫 か れ た 部 分 に 産 し , PORE BR WEARER CIEE EIB fe 
LT, 1~5mm, 時 に は lcm KOKESCHEL, RABE Cit ABA 
な し , 時 に 2cm 大 の 結晶 が 認め られ る (第 2,3 BY), 


3. 結晶 # 


灰 重 石 は 肉眼 的 に 白色 で , や ゝ 樹脂 光沢 を 呈す る 。 結 曲 は 正方 唱 系 偏 形 
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灰 重石 の 産 状 (Ss: KBE, 8: ithe, 9:6) x06 
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pea Ce 3 


BE POI (Ss: IKEA, ¢: RRA 8 PE, 7° 石 
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第 4 図 


半面 像 唱 族 に 属し , 第 4 図 に た 示し た よう に je (101) 
か ら な り , Ic c (001) の 族 面 が 認め られ る 。 双 ゆがん だ 和 形 を 量 


も ある 。 


4. mB HHS 


と p(lll) Oger 


る も の 


先ず 精選 し た 試料 に つい て , HR CML ECA, 比重 は 1 G7 


=6.07, CH. 


第 1 表 最 ハハ Ge a の 角 
プリ ズム の 項 角 & = 45°35’ 
wo Oe 
50°38.5’ cn 
38.5 7 
38.5 2) 
3905 8 
39.5 7 

39.9. 7.5 
39.5 7.5 
40, 5 
40 7.5 
37 6 
SU ON 
a 


JE PTRILAA MA 5 
7 VLE OK SC 
ROI 
向 は , 自 形 結 品 か ら <c 
還 を 求め プリ ズム の 
刃 が これ に 垂直 (な る 
SONG Peo ees 
の 頂 角 は , 測定 の 結果 
“a=45°35’ Gor, 
次 に Na 光 下 で 最 』 
7VUO fA % Wl Lee 
結果 は 第 2 He の 如く 
EN = 
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50°39.1', 8。 =51°7.3' CRS. これから 本 鉄 物 の 屈折 率 を 計算 する と , 
w=1.9212, €=1.9282 で , 6ーo=(-)0.0070 で あぁ る 。. BASE CBE 
は 直 消 光 し , FERRULE CHES, 

KE AOMRER ENT, SRITL > CRLV BHA ORtLETS. 

5. 化 BR F 

比重 を 測定 し た 精 選 試 料 を 更に 微細 な 粉末 に し て 化学 分 析 り を 行 つ た 。 
先ず 試料 を 塩酸 , 吉 化 水素 酸 , 過 塩 素 酸 , 王 水 で 処理 する と , タン ゲス テ 
Y DRE OMREL TCS. MICLOIYVTI AF Y DUB % BEL PRAY 
ら , WROHKC Ca その 他 を 求め た 。 Si は 別 試料 を 王 水 で 処理 し て 得 
BBD OROKS 


Hel, HF は Zt 江 Na:CO。 6h W Ove 
試料 P emeRWO,) TOR ace 
(0.52) HC1O,, 27k 
| が HCl fats 


tyme (Ca, AL Fe, Mey 


上 の 様 な 順序 で 化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 2 表 (1) に 示し た 如く で , こ 
NiiKEBA CaWO。 の 理論 値 及 び 三 フ 岳 産 " の 分 析 結 果 と 近似 し て いる 。 
2 # 

No | 1 | 2 3 
wo, 79.83% 78.05% 80.53% 
CaO 19.72 18.50- 19.47 
Sid, 0.30 = | na 
Al,O, 0.05 0.18 | 
FeO; | 0.24 2.01 | = 
FeO | 0.14 Lb mm 
MnO none 0.50 — 
MgO | a 13 = a 
BOC?) | 08 | a 
HO(-) iat } Insol. 0.56 a 

Total: | 100.59 | 99.80 100.00 

1. 福島 県 関 畑 産 灰 重 石 分 析 者 : BH (1954) 
2. 福岡 県 三 の 岳 産 灰 重石 . 分 析 者 : 高山 甚 太郎 (1904) 
3. 灰 重石 の 理論 百分比 

1) 後藤 秀 弘 , 柿田 八千代 ;- 日 本 金属 学会 誌 , 6, 391~394, 昭和 17 年 


2) 


PRAT, 桜井 欲 一 ; 


AAD ae » 


365, 1947. 
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AMICRU SREB, NT VIL PMN TIA AGRI, WKS, BF 
cE, BG. Ba. 石英 等 に 伴 つ て 産 す る 場合 (REREA WHRARCER), ASIP 
VEO RMN CET SBA ( 明 延 鉄山 その 他 ), 及び 接触 鉱床 中 に 産 す る 場合 
(SASK, 荻 珂 鉄山 ) に 大 別 さ れる 。 本 産地 の 灰 重 石 は 右 原 岩 が 接触 変成 作用 を 受け 
て 生じ た スカ ルン 中 を , 更に 石英 脈 ボ が 買い た 時 に 生じ た も の と 思わ れる 。 MAWORD 
約 700m に は , 竹 買 系 逃 信 片 麻 岩 を 綱 く ペグ マタ イト が 発達 し , BPR AAT CHES 
れ て いる 。 こ れ ら の ペグ マタ イト と , この 灰 重石 を 生じ た 石英 脈 と の 関係 に つい て は 別 
の 機会 に 述べ よう と 思う 。 ; 


Lu 


終り に 臨み , タン グ ス テ ン の 化学 分 析 の 方 法 に つい て 種々 の 御 注 意 を いた ゞ き , KR 
献 を 御 貸与 下さ れ た 東北 大 学 金属 材料 研究 所 , 後藤 秀 弘 教授 に 対し て 深 調 の 意 を 表す 
る 。 又 本 研究 に 用 いた 電 用 の 一 部 は 文部 省 笠 学研 究 費 に よる も の で ある 。 


EKAKSOR RHA SH HR (第 1 報 )* 


Thermoluminescence of limestones, calcites 
and other minerals (lst. report) 


gs ok pe=oL (Rensaku Suzuki)** 
早川 #2 A (Norihisa Hayakawa)** 


Abstract : As a preliminary survey, about 127 specimens of 
limestone from Ohazama-Miyamori District, Iwate Prefecture were checked 
visually for natural thermoluminescence by observing their behavior when 
placed on a hot plate in dark room. It was found that about 70% of the 
limestones tested were thermoluminescent and that the colour of all the 
emitted light are orange yellow which continue for a short time. 

In this report, some of the facts obtained by this preliminary study are 
mentioned. That is: 

1. Thermoluminescence is appeared only by the first heating and 
never occured after that. 

2. Thermoluminescence is seemed to have no relations to (a) the 
influences of granite intrusions, (b) chemical constituents of limestones, 
(c) grain size and colour of limestones. 

3. X-ray radiations act as an activator for the thermoluminescence. 

4. Ultra violet ray radiations do not act as an activator for the 
thermoluminescence. 


* HASKSRRHBR 30 年 度 春 季 大 会 講演 (昭和 30 年 4 月 ) 
** 東北 大 学 工 学部 鉄山 学 教 塞 
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ERT IR ESE PICS ROMER, ERR BLS BN © BR BAIR 
発光 する も の (ORE, 陰極 線 発光 , 放射 線 発光 ), PRS O nee 
加え た 場合 に 発光 する も の (トリ ボ 発 光 ), 加熱 た ょ つて 発光 する も の (HR 
発光 ) 等 の 存在 が 知ら れ て 居り , 右 灰 央 等 た 於 て る 稀 に 其 か る 例 が 知ら れ 
CY ES ; 

REF RES BN EO ARE PICT LOC RHETT SLOSS 
ある こと が 知ら れ , 著者 等 は その 一 部 に つい て 研究 を 行 つ て いた 処 , TR 
昭和 29 年 夏 同 地方 の 石灰 岩 を 広く 調査 する 機会 を 得 , 岩手 県 紫波 郡 赤 沢 
村 ょ り 上 閉 伊 郡 小 友 村 に る 所 調 大 迫 ・ 宮 守 地 方 に 分 布 す る 多数 の 石灰 岩 
層 よ り 探 取 し た 試料 を 検討 し た と ころ , 探 取 試料 の 約 70% に 熱発 光 を 認 
め , 更に 北上 山地 の 他 地 域 , 奥羽 山地 其他 に 分 布 す る 石灰 岩 に も 度々 同様 
の 現象 が 観察 され , BEX AT SAKA (以下 発光 石灰 岩 と 称す る ) 
の 分 布 が が 極 あて 広範 囲 た を 下 る こと が 予想 えさ れる に 至 つ た 。 


1927 年 岡田 察 武 は 福島 県 竹 賃 の 接触 帯 に 産 す る 方 解 石 に 本 邦 に 於 て 最初 に 熱発 光 現 象 
を 認め , 熱発 光 能 を Mn の 存在 に 基 因 する も の と し た 。 其 の 後 柴 田 染 一 は 錦戸 ,- BAK, 
Bm 2B, 288, 二子 山 . 等 産 の 熱発 光 方 解 石 に つい て それ ら の 熟 発 光 ス ペク トル を 
撮影 し , 双 畑 志 は 方 解 石 中 の 鉄 , BH. ROSH I) と 移 土 (II) Lose ice BE 
光 と 結び つけ て , ・ 熱発 光 方 解 石 に 於 て は 分 子 比 ユエ /I 23-20 を 超え る こと な く , JEBE 
光 方 解 石 に 於 て は 50 以上 と な る こと を 見 出し た 。 之 等 の 結果 に よ つ て る も 知ら れる 如く , 
府 発 光 性 鉄 物 は 主として 化学 的 見 地 か ら そ の 研究 が 推進 され ; 数 多く の 業績 が 挙げ られ 
CSN, 

然るに , 最近 に 於 て は , BRED VEL RIAL TC 地層 の 対比 或 は SRR PEA Uc A A 
と する ろ る 試 が な され , D. F. Saunders?); J. M. Parks Jr.3 委 は 予め ガン ラマ 線 蝶 射 を 行 
つた 石灰 岩 試 片 を 加熱 発光 せしめ , 温度 と 発光 強度 と の 関係 を 示す グラ フ (Ti glow 
curve) を 画 く と , 夫々 の 石灰 岩層 は 各々 特有 の 形状 を 持つ た glow curve を 示す こと 
を 認め , 之 の 性 質 を 利用 し て 石灰 岩層 の 地表 及び 地下 に 於 ける 対比 に 資 せ ん と し た 。 LZ 
D. J. McDougall 和 ポ は 結晶 内 部 の 放射 角 及 び 微 量 成分 が 熱発 光 の 主 な 原因 の 一 つ で あ 
り , 紫 の 両者 が 逃 入 岩 体 並 に 熱 水 鉱床 と 密接 な 関係 を 有する こと か ら 和 詩 発 光 性 鉄 物 の 分 
Ai DBE ATS AS BOK SLR EGE BT AR BE PAL, 逃 入 岩 体 並 に PKS RR BBS 


1) 化学 実験 学 第 1 部 第 12 巻 (地球 化学 ) 


2) D. F. Saunders : Thermoluminescence And Surface Correlation of 
Limestone, Bull. Amer. Ass. Petrol. Geol, 37, 1, 1953 
3) J. M. Parks Jr. : Use of Thermoluminescence of Limestone in Sub- 


surface Stratigraphy, Bull.Amer.Ass. Petrol, Geol., 37, 1, 1953 
4) D. J. Mc Dougall: The Marginal Luminescence of Certain Intrusive 
Rocks and Hydrothermal Ore Deposits, Econ. Geol., 49, 7, 1954 


134 BE DUR FS a 


れ に 近接 する 母 岩 中 の 熱発 光 分 布 を 調査 し , 両者 の 聞 に 著しい 関係 が 存在 する 事 が 多い 
こと を 認め , 之 等 を 探鉱 指針 と し て 利用 せん と し て いる の で ある が , 未だ 本 邦 産 Al 
に つい て は 其 々 る 実験 , 研究 の 行わ れ た 制 を 見 な い 。 


著者 等 は 発光 石灰 岩 を 応用 地質 学 的 見 地 か ら 検討 し, 熟 発 光 現 象 の 解 
AA, 発光 能 を 農 与 し た 要因 の 探求 並 に 地質 学 的 意義 を 知り , 更に 東北 地方 
の 新 第 三 系 中 に 肥 胎 する 熱 水性 鉄 床 に 随伴 する 方 解 石 基 他 の 鉱物 の 熟 発 光 
に 及 ん で 鉄 床 探 胡 の 指針 を 見 出さ ん と し て 現在 研究 を 進め あつ ゝ ある 状態 
で , 詳細 な 結論 を 報告 する 段階 と に は 来 だ 至 つ て いな いな が , 現在 迄 に 得 ら れ 
TE PIM CH IRE L CRED 5. MORO £ SHRI 2 
報 以 下 に 引続き 報告 する 予定 で ある 。 

Il 発光 万 友 岩 の 分 布 


岩手 県 大 迫 ・ 宮守 地方 の 石灰 岩 は 所 北 上 山地 中 部 石灰 岩 帯 の 北 半 部 に 央 存する も の 
で , 岩手 県 此 波 郡 の 南東 部 に 発し , 同 郡 赤沢 村 か ら 佐 比内 村 , MEME RA AAA, 
SUES, 大 迫 町 , TEARS EN, 宮守 村 , RR REREAD 小 友 村 CBO CoA 
する 。 KAKAAROARARR AIC CHIC LOCUM AN, PRIA 南東 部 か 
ら 気 仙 郡 に 連 る 長大 な 構造 線 に よ つ て 画 さ れ , 又 東 縁 に は 所 調 遠 野花 賠 岩 体 の 北西 端 が 
出入 の 多い 境界 を 以 て 紀 人 し て いる 。. 石灰 岩層 は 西側 の 構造 線 と 東側 の 花 賠 岩 体 と の 間 
に 挟ま れ た 本 石灰 岩 帯 の 大 部 分 を 構成 する 粘 板 岩 及び 砂岩 の 加 層 中 に 挟 有 され , 2B 
に 属す る 。 : 

右 灰 岩層 の 大 多数 は 紡 舞 状 乃 公 レ ンズ 状 を な し, 僅か に 達筆 部 村 胴 夏 足 山 , BEA 
lik) 達筆 部 ・ 宮 守 両 村 界 附近 の 雲 上山, JPRS CHIN ARLE RTD, 何れ る も る そ 
DEBI L < MAOSUGHARE 2 L> 粘 板 岩 或 は 砂岩 と 互 層 し て いる 。 HO KES 
及び 砂岩 団 層 の 一 般 走 向 は 北 々 西 一 南 々 束 で ある が が, 局部 的 に は 極め て 複雑 な 変化 を 未 
し , その 構造 は 簡単 に 之 れ を 論ずる 事 は 出来 な い 。 石灰 岩層 の HAD TET 局部 的 変化 が 
大 きく , 又 各 石灰 岩層 相互 の 層 位 学 的 空間 的 対比 は 殆ど 不可 能 で ある が ,; 概観 すれ ば , 
FERC OW ERIE CREE OBERT 乏 れ と 路 々 平行 に ERAS Sa 
が 見 られ , AROMA, SAI, 雲上 山 , 八 株 山 等 の 石灰 岩 大 塊 は 多数 の レン ズ 
状 石 灰 岩 層 の 集合 と 考え られ る 点 も ある 。 特 に 八 株 山 , 雲上 山 の 石 灰 岩 は EREEAO 
影響 に よ ょ つて 精 状 石灰 岩 と な つて いる 。 之 等 の 石灰 岩層 より 採取 し た 127 +oaerce 
X BIEL AML RSM, EO 70% に 発光 を 認め た 。 

発光 石灰 岩 は 本 地域 に 分 布 す る 石灰 岩層 の 殆ど すべ て に 認め られ る が , 同一 岩層 LB 
め ら れる も の の 中 で る も 発光 石灰 岩 と 非 発光 石灰 岩 の 両 者 が 存在 し , R 発光 能 の 有無 は 花 
賠 岩 塊 よ り の 距離 の 達 近 に は 無関係 で ある か の 如き 分 布 を な し ; 特に RIL EEL 筆 
DING hb IAA OWE ERO LENS 靖 状 石灰 岩 体 に 於 て すら IBELAREO 
存在 が 認め られ , FEC FIERE S ERS A ORE L SZ AX MMICS LW, 

北上 山地 に 於 て は 上 記 大 迫 ・ 宮 守 地 方 の 石灰 岩 の 外 , BIZEEIC FAS LSA SIE, 
下閉伊 那 小 本 町 中 里 西 方 , 同 岩 泉町 横道 北西 , ASEM, RIA HOO ACHR x 
熱発 光 能 を 認め た 。 : : 
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第 1 表 
ee 
試料 番号 | ps2 取 地 REE | 熱発 光 | BRET 
| 

326 | MARTH RE mame | x S 
377 a WK ヶ = a 
380 2 2 YK on =) us 
381 ” uw se fe LL Pa RR IK " x 
383 A uw 田 4 4 x 2 
386 | ヶ 佐 比 内 村 奥 山 佐 比 内 鉄山 ” i x X X — 
388 A a Ww u Ka = 
SIO we: Va i " " xxx oe 
391 | & uw 7a YOST uy x 3 
394 W " 2 Jk ” xxx pe 
395 | oy a uw 4 a cay ue 
397 uw Ww “ wt A > 4 ※ x — 
398 2 2 2 2 4 xxx 
399 on on HE BP @LE ne x ES 
402 uw " ” iA YY XX = 
406 [on oy Se BRL i xx zi 
407 uw 7 " wt xx xX eis 
410 la yy #2 AN 2 2 rae me 
411 "7 2 2 2 7 x Ee 
415 2 ” 中 沢 2 a x Bean 
416 | 7A Mu 7 4 2 5% | さき 
417 uw " " - 濃 灰 2 x ee 
re BARS 7 RHE? RAK VK ” x X a 

wt A UA la “uw x c= 
425 2 / 三陸 石灰 鉱山 a 1" xxx a 
426 22 "7 7 1 2 XE a 
430 AEN Aa " ” x a= 
43] a 2 a Le x ram 
432 / 2 Yan 測 灰 a =e = 
437 0 BT RN RRR BRN oe = = 
ike u aul BAVA BK On xX XxX = 
445 LAP RRR BH i KR EX 
446 pa TAK ou x X X si 
448 Ww A Ww り G =| “ut he < x a 
449 4 2 7 f uw x | ree 

1262 uy u" 7 x | 

303 | ーッ :、 犬 南方: 福久 に 
305 4 4 Ww B.S | — 
310 | 7 REBEL feu x x = 
311 1” 1 " ses u x = 
314 " 2 谷 草 IK ヶ Rr 
316 ” BOR TT Bd oi, |. 一 — 
321 2 迷 岡 東方 DRA REZ aK 
324 2 "7 宝 洞 黒 AMAL — — 
327 Ua ” 鱗 沢 駅 東方 灰 Y = re 
328 2 2 ER 前 駅 西方 PRR ヶ 々 De ea — 
331 ” ” KA REZ a = 
332-:| 7 eee: KK WA | x 
335 ” ” 遊 井 名 田 南 方 KA RAZ == == 
336 u u hele a ” AAAS = = 
337 u BRK A We W 5 HC = 
338 y 綾 織 村 二 4 rab ava xxx 
339 Ww uw a IkKA a x XK X = 
342 4 " 4 2 // x Xx aa 
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(第 † 表 続き ) : 
POS fe Eve 地 色 及 粒度 | Bet] | Beet 1 
345 | 上 閉 伊 郡 宮守 村 大 笹 南東 Ve FURL ) = 
347 a " KA xa xxx aa 
348 1" 2 会 田 y 1” x XX RE 
349 2 ” "7 2 2 x xX xX ats 
1109 | 7 MP ABASE Eu | ee. | = 
| a 2 i JRA xk x = 
il J 12 7 A A . LK iA — ote, 
TERS ee 77 2 Yt a= xx ay 
1114 |» rere Lapa 2 me | — ce 
方 熱発 光 を 示す 記号 , 一 MORAL L. x | HOE. xx : 同 中 位 , 


xxx : 同 強 (以下 各 表 共同 様 ) 


RiICRAVFAZUMOMB=aAKRORRE RE CRM S 古 生 層 中 の 石灰 岩 の 内 , MAI 
人 鉱山 の 大 光 鉱 床 及び 三角 鉱床 を 用 胎 する 清 状 石灰 岩 に , 叉 阿武 隈 山地 で は BBR TE 
村 産 の 病状 石灰 岩 に 夫々 熱発 光 能 を 認め , HOS 福島 県 南会津 郡 只 見 村 白 戸川 の 一 支流 
ィ デ ノ 沢 に 露出 する 古生代 粘 板 岩 中 の 薄い レン ズ 状 石灰 岩 も 同様 に 孝 発 光 能 を 有する 。 

大 迫 ・ 宮 守 地 方 以外 の 地域 の 石灰 岩 に 就 い て は 未だ 資料 が 不 充 分 で ある の で 正 洪 を 得 
た 推論 を 行う 事 は 出来 な い が , 以上 の 事実 の なみ を以て し て る も 発光 石灰 岩 の 分 布 が 相当 広 
い 範 囲 に た 豆 る で あろ うこ と が 予想 され る の で あぁ つて , 此 の 点 に 就 い て は 今後 高 多 数 の R 
料 を 第 集 し て 検討 を 進め た い 。 

Ill BKHRER 


FECA IK a fe WELT CFA し つ ゝ 観察 する と , RECRRAOHY 
放っ て 発光 し , 暫時 に し て 発光 を 終る 。 AIG: SHH ORKSBRHICO 
いて 和 熟 発 光 能 の 有無 , 発光 の 強度 を 観察 し た 結果 の 一 部 を 示せ ば 人 第 二 の 
如く で ある 。 表 中 和 熟 発光 エ [は 最初 に 加熱 し た 場合 の 発光 能 の 有無 と 発光 強 
度 を 示し , BSH IL は 最初 の 加熱 た に たよ ょ っ つて 発光 を 終了 し た 試料 た 就 で , 
冷却 後 再び 加 熟 し た 場合 の それ を 示す 。 表 に 明か な 如く , 発光 石灰 岩 は 一 
呈 発 光 を 終了 し た 後 は 熱発 光 能 を 喪失 し て , 再度 加 圭 し て も 発光 する こと と 
な く , 又 符 発 光 能 の 有無 及び その 強弱 は 石灰 岩 の 色 調 や 粒度 に は 無関係 で 
ある 様 に 思わ れる 。 


IV PARTE CRR BOUL 
大 迫 ・ 宮 守 地 方 の 石灰 岩 の 化 学 組成 は 第 2 表 に 示し た 通り で , ZicBs 
光 能 の 有無 及び 発光 強度 を 添え て 最 右 欄 に 示し た 。 


1) 発光 温度 は 測定 装置 未完 成 の た め 未 だ 決定 する に 至 つ て いな い が , IRAE PE DL 
下 の 低温 で , 叉 石灰 岩 の decrepitation の 始ま る 温度 より も 低い 温度 で ある 3 
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第 2 OR 
試料 番号 Ca0% SiO2% |Al,03 %|Fe,0,%|MgO% | S% P% BASIC 
386 | 52.44 5.68 xxx 
390 55.54 0.26. xxx 
394 Sh 0.22 xxx 
398 55.43 0.20 x xX xX 
402 |) 55.32 0.34 | xxx 
AQ (nat <a s00 0.52 | xxx 
411 | 52.44 4.46 x 
416 52.92 3.20 x 
422 55.58 0.34 x 
430 | 54.52 0.90 | x 
443 | 54.17 2.36 is 
448 55.49 0.16 <a 
450 55.69 0.44 «| = 
410 |} - 53.10 4.64 O12 | :0:37 0.32 = 
426 | 55.95 0.36 0.01 0.17 0.30 xxx 
303 | 54.17 0.86 0.34 0.08 Ios Yell, 0.020 = 
SHO | Pa teue4s) 0.40 0.12 0.04 0.67 ” 0.008 xX 
Sle | 54:14 1.24 0.28 0.08 1.01 | 1” 0.004 x 
316 44.02 | 20.12 0.06 0.28 0.49 | ” 0.C21 =: 
SPA NE EVGA 4.58 0.44.} 0.08 0.84 y 7 = 
SNE EO OA 0.34 で 【 0.16 0.38 2 0.010 == 
336 55.16 0.34 0.24 0.24 0.43 | ” 0.078 == 
338 54.90 1.06 0.16 0.08 0.50. | 2 0.012 x KIX 
342 | 54.95 0.32 0.02 0.16 0.75 Vv 0.012 eae 
348 | 54.88 0.10 0.02 0.08 0.98 1” 0.015 XXEX 
1109 | 53.16 2.3) 0.69 0.20 1.02 0.04 0.011 = 
1112 | 53.12 2.95 0.25 0.16 0.96 な し 0.014 — 
1114 | 46.55 6.72 1.58 0.64 3.88 ” 0.020 — 


此 の 結果 に よれ ば , CaO, SiO,, ALOs, Fe,0,, MgO, S, P 等 の 検出 
BOLE & BIE & と の 問 に は 何等 一 定 の 関係 が 成立 し な い 。 特 に 発光 能 
を 減殺 (poisoning) する 最も 普通 な 元素 の 一 つと し て 挙げ られ て いる Fe 
に つい て 見 て も , Fe の 多少 は 符 発 光 能 の 有無 及び その 強弱 に 関連 を 有 し 
な い 様 に 思わ れる 。 

又 熱 発光 能 の 原因 の 一 つと し て 元素 の 一 つが 敏 量 の 他 元 素 に ょ つて 


第 3 表 

試料 番号 # 取 地 MnO % Bh 35 
13 岩手 ・ ie ・ PEL ELL AU 0.0016 2 
a ._EPAGY «Ee Rt_ERG 0.0014 es 
18 y+ FER I AB | 0.0004 ne 
16 tag * LEAF AAR igs | 0.0011 x 
17 | me Ns “4 0.0009 x 

5 7 Me Oy _ Pred 0.0006 KX 

11 Wt -u Pa, Been 0.0017 ax x 
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diadochic に 交代 され て いる 事 か 挙げ られ , 
の 一 部 が Mn に よ ょ っ て 交代 され て いる 場合 が あぁ あつ て, 
府連 の 接触 帯 に 産 す る 方 解 石 の 熱発 光 を Mn の 存在 に よる も の と し た 。 

然るに た 達 飼 部 村 産 石灰 岩 に つい て Mn の 微量 定量 を 行 つ た 結果 , 第 3 R 


Cath, 熱発 光 能 の 有無 と その 強 副 は Mn の 多才 に 
此 の 場合 に は 発光 賊 活 体 (activator) 


その 最も 普 


通 な 例 と し て Ca 


Ra Bee a tS NN 


ERNE, 
と し て Mn ##8t28ArZ 


第 4 OR 
試料 番号 | i 取 地 | .Sr0% (Sr%) | REI 
bet =e 0.038 (0.032) xox 
349 | an . Be especie! 0.040 (0.034) | a ans 
1111 | BY sa yp Uy 22 Ee 0.045 (0.038) x 
第 5 R 
試料 番号 R FX 地 Nat | xe, 交 
347 岩手 上閉伊 宮守 桂 犬 穫 南 東 Sc oe. | ik ee x 
339 ek Sou RRNA HL owes — x 
0S ws BEAR - Pens 里 西方 xX X = : 
106 | yt seat 町 横道 北西 NESS es. x 
109 a.» RR 1 fa BA SRL ERR x XX ial a 
tO uw : sm eee Feel XX = é 
a4 fee - Bae - RAANAPII x xX = > 
397 JS. ARIE CELCPURT BILE LOPSGALLI Sane = 
116 | ヶ SAG ete saeis x — = 
113 福島 RA - TEA x* = aa 
426 as FRB . fi ASS BEE IGIL x xX X =r an 
310 “> SEBRGR SE APSD/ ORR x x = ae 
108 0s OR BASE + a RET Se EY x [Sais て 
115 a >) he ae FERRIS BK EX. — = 
377 が RIB ~ ARR nes San hae se 
107 | ヶ ・ 下 閉 伊 ・ 岩 泉町 正士 a Roe es 
410 | ヶ - SE. PEPER RT & eae re 
432 | ヶ AE: AI BATES ee eee 
303 Ws ERA - eee Ae obit = es ee eae 
1109 uw = “ou EI — Ma (== 
101 Ge 東端 井 ・ 松 ) IAS a = = 
102 8 Up 三陸 石灰 鉱山 = a は 
103 |, mn Pepa ES = a tes 
437 | ヶ - BREE. RRA — = = 
316 woe PAE - RRO Rg =e en ae 
345 4 ony hoy 1 APES R ay = = 
114 Ue il RRS ra as | aaa a 
104 nee 8 年 々 im Fees <b. 
380 |» 業 濾 - FRR a = 4 
111 KIN. HE RS = — xX 


zt - SIS Nat. : 天然 の 状態 Xj »XHRIE 3 5, 


DREAMS S 
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料 と は な し 得 な い 様 に 思わ れる 。 

次 に 綾 織 村 二 郷 出 , 雲上 山 等 の 試料 3 ケ に 就 て Sr OMEZEL FO 
た 結果 は 策 4 表 に 示す 通り で, 此 の 場合 は 試料 3 ヶ 共 熱発 光 能 を 有する 
が , Sr OZEOB\ 4 ODFHMBAG tI 結果 を 示し て いる 虚 か 
ら 見 て も 和 熟 発 光 能 と Sr の 存在 と を 結び 付す る に は 尚 慎重 な 検討 を 要する 
も の と 考 を られ る s 


V X 線 照射 に よる 姜 発 光 溝 の 復活 及び 双 尋 


1. BRHO#BE 主として 岩手 県 北上 山地 の 石灰 岩 に 就 て , X MLR 
し た 試料 の 熟 発光 能 の 有無 及び その 発光 強度 を 検討 し た 結果 は 第 5 IC AR 
し た 通り で ある 。 此 の 場合 X 線 の 強度 及び X 線 投 射 孔 より 試料 迄 の 距 
離 は 夫々 略 々 一 定 に 保ち , BARA 3 分 , 54, 104, 154, 304, 
60 分 , 90 分 と し て 各 双 射 試料 と つい て 夫々 熱発 光 能 の 在 無 及び その 強度 
ZIRE Lio MARCA 
KHER At SRP —BAA 
発光 能 を 喪失 せしめ た 上 で 
X IRB TOTS 
x | | | その 結果 ," 天然 に 熱発 光 角 を 
ae | | 有する も の ・ ゝ 中 で , 岩手 県 上 閉 
| | PREP AICI REA 

| 三郷 山 産 , 下閉伊 郡 小 本 町 中 里 


Xo 


x XK XK X 
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| | | 西方 産 , 岩泉 町 横道 北 西 産 ) 和 
< 賀 郡 和賀 仙人 鉱山 産 及び 福島 県 
x 南会津 郡 失 見 村 産 の BREIL 
aoe 5 RBIS CHES 熱発 光 
| 能 の 復活 が 認め られ る が , HH 
ee ARES 7 ARN BE, LAG ABE SPAY 
ペ | /\FRL PE» 下閉伊 郡 aa RMR SE 
Jon x | HELE, RRA MED AIK 
cre 岩 は 30 分 , 照 射 試料 に 於 て は じ 
め て その 復活 が 認め られ る 。 RM 
=| 天然 に 熱発 光 能 を AL な い 石 灰 
| 岩 に 於 て は , その 大 部 分 は 30 
。 。 BIBRARBENCI TLE DT 熱発 
光 能 が 認め られ る が , 下閉伊 郡 
RRM ERED BK Blk 15 分 
FANE, SUREAIR WEPED 
も の は 10 ARAN CH C 
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に 熱発 光 能 を 示し ・、 RR 
発光 を 示す 。 更に 叉 此 波 郡 赤沢 村谷 地産 及び 下閉伊 郡 岩 泉町 白土 産 の 石灰 岩 に 於 て は 前 
者 は 90 分 BANE 60 HO K MINE Ch MRIS SN AWM THS0 
hom. X PERMHTSIEK LOC, —-BBKANPPIEAED 復活 或 は 非 発光 
FRE 2 OPRIHRORSAIDNSOCH SM, BIERARS & N72 熱発 光 能 に 由 る 
発光 現象 を 検 す る と , 発光 の 色調 及び 状態 等 は 天然 に 保 在 され る 熱発 光 能 に 由 る 発光 現 
BLACM—-CHS. HC UT X 絹 昭 射 が 熱発 光 能 に 対す る 賊 活 体 vactivator) と し 
て 作用 し 得る もの で ある こと が 分 る 。 有 叉 前 述 の 如く , X 線 の 強度 及び 照 射 距 離 は 何れ の 
試料 の 場合 る 略 々 同一 で ある か ら , RO NC 
得 し 易い 状態 に ある も の と 然 ら ざる も の と が ある こと が 分 


2. ABEKHOMMOBS 。 右 灰 岩 に 対す る 上 述 の 結果 に 関連 し て , EL 
し て 東北 地方 の 新 第 三 系 中 の 鉄 床 に 基 伴 する 方 解 石 基 他 の 鉄 物 に つい て 同 
様 の 実験 を 行 つ た 。 此 の 場合 に 於 て も 石灰 岩 に 対す る 場合 と 同様 の 条件 の 
下 で X 線 昭 射 を 行 つ た 。 そ の 結果 は 第 6 表 に 示す 通り で ある 。 


6 8 R 
sk 物 産 地 VE ooo Cle Did HC Pass ap NY 
RE | SE TRA x x xx x| 
it | " ? READS Gk —_— — x x x x 
u ・ 文字 村上 文字 x x 
a tae - SAH xX X| XX X| xX XX 
y ee F - ARR GKLL Sa x xX x 
" 和歌 山 ・ 紀 州 鉄山 a x x xX 
A lk #2) 岩手 ・ 夏 油 温 泉 ext x ※ x ees 
i OT | 秋田 ・ 花 岡 鉄 山 x Tai ※ 
we 6 fake > SANSA x ペ 


水沢 鉄 山 産 の 方 解 石 は 東北 大 学 工学 部 鉱山 教室 に 保存 され て いた 標本 の 一 部 で , FE 1 
cm 内 外 の 単 結晶 で ある 。 本 鉱山 の 久 床 り は 新 第 三 紀 大 荒 沢 層 に 属す る ROR IC 
基 毅 花 賠 岩 を 母 岩 と する 含 黄銅 録 石 英 脈 で ある が , 本 方 解 石 は お そら く , GEARICREREL 
て 容 隙 中 に 生長 し た も の で あろ 3 う 。 此 の 試料 は 天然 に は 熱発 光 能 を 欠く が , 15 分 間 X 
線 昭 射 を 行 つ た も の は 中 程度 の , 2 30 分 間 X MARNE TOD OL 強度 の 熱発 光 を 
示し , 胎 射 時 間 を 増す と 共に 発光 強度 を 増大 する 傾向 が 独 わ れる 。 

次 合 森 鉱山 の 鉱脈 は 同じ く 大 人 流 沢 層 に 属す る 変 朽 安 山 岩 を 母 岩 と し , IRL L TS 
量 の 石英 の 外 多量 の 方 解 石 を 伴い , 時 に は 方 解 石 の みよ り 成 る 細 脈 や , AGEL 
SHEAR SNSWS, 供 試 々 料 は 上 述 の 方 解 石 脈 中 の 品 洞 に 発達 し た ERO, 


1) RET) FR SBR 北村 岩手 県 北 正 山地 西 縁 よ Ot 
系 の 地 邊 東北 鉄 出 学 会 誌 : 第 10. 号 1954. 
2) 前 出 
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lem 大 の 単 結 晶 を な す 。 同じ く 天 然 に は 熱発 光 能 を 欠く が , X PRHLAORBSA, 
10 SRABOS, 15 分 有 照 射 試 料 は 何れ も 副 い 熟 発光 を 示し ; 30 SRHRR EERO 


熱発 光 を 示す 。 特に 注目 され る こと は , 本 鉄山 の 南東 方 約 2 FOMAKIMT SRR 


に 産 す る 右 灰 華 が 同じ ぐ 天 然 に 熱発 光 能 を 欠き , X 線 乳 射 に よ つ て 本 鉄山 産 方 解 石 と 全 

く 同 様 な 熱発 光 を 示す こと で ある 。 夏 油 温泉 の 湧出 口 周辺 に は 特に Bara 
生成 され て 一 部 は 天然 記念 物 と し て 指定 され て 居り , その 根源 と し て , 地表 に は OB 
出 は な い が , 基盤 古 生 層 中 の 石灰 岩 が 推定 され る の で ある が , 同 温泉 の 東方 約 2 HOt 
点 を 南北 に 連 る 断層 線 に 沿う て 古 生 層 及 び 之 に 寿 入 する EMBL URS BEBE 
長 な 分 布 を な し て 細山 し , 北方 延長 上 に 和賀 仙人 鉄山 の 鉄 床 を BT ZARB Oat 
Bo WS CHHABRA L CWO SERGRAWODIRAL RIGRO 石灰 華 と が 熱発 光 能 
に 関し て 全く 同様 の 傾 向 を 示す こと は 准 合 森 鉱 山 の 方 解 右 脈 の 成因 上 何等 か の AMES 
える も の と 思わ れる 。 叉 夏 油 温泉 の 北方 に 位 す る 和賀 仙人 鉱山 の 石 族 岩 は 第 5 表 に 示し 
た 如く , 天然 に 強い 熱発 光 能 を 有 有 し, 一 中 熱発 光 能 を 喪 失せ し め た も の は 5 A X 線 
RRS & TOT R ICH CIC IERE SE ISL» 夏 油 温泉 産 石灰 華 と は 熱発 光 能 に 関し 
て 著しい 差 赴 が 認め ちら れる 。 此 の 様 に 略 々 同一 層 準 に 央 存する と 思わ れる 2 ヶ の 石灰 岩 
層 に 於 て る も 和 熟 発光 能 に 関し て は 相違 する 場合 の ある こと は , 既 述 の 如き 同一 岩層 内 に 於 
て せる 発 光石 灰 岩 と 非 発光 石灰 岩 と が 混在 する 事実 と も 考え 合わ せ て , 巨視 的 地質 条件 の 
府 発 光 能 の 発現 に 及ば す 影 響 は 極め て 少 で こと を 思わ せる 。 

宮 域 県 票 原 郡 文字 村 産 の 方 解 大 け は 同村 上 文字 新 田 西 方 の 二 近 川 上 流 に 於 て 第 三 紀 七 
BCA LTE よー3m の 安山岩 質 小 岩 脈 中 に 之 れ を BV CREAT SARE - BEI 
より 控 取 し た も る ので, 少量 の 黄 鉄 鉄 及び 稀 に 関 亜 鈴 然 を 伴う る の で ある が , 同様 に 天然 
に は 熱 発光 能 を 有 せ ず , NB 15 GRARBARU 30- 分 照射 試料 に 於 て 副 い 熱発 光 を 示 
to. KODA: BERET StH ThO PERERKADEL 中 ・ Low 
灰 質 頁 岩 , 砂 質 頁岩 , 凝 灰 質 砂岩 等 の 五 層 より 成り , BFERBAAHMO DER AE に 
対比 され , FEO CHAUMRRO AS? に 相当 する 地層 で あつ て , 前 述 の 水沢 鉱山, 
ORRIUO SIRE IGT SATIRE LIBERAL, その 遥か 上 位 に 位 す る 地層 で 
ある 。 従 て 此 の 方 解 石 ・ 石 英 駅 の 生成 時 期 も る 前 二 者 の 鉱脈 より る HCI SL BAG 
れる が , 方 解 石 の 熱発 光 能 に 関し て は 殆ど その 券 違 を 認め る こと が 缶 来 な い 。 

SAMS IUOARAY は 通常 0.2 へ ~4cm KOBMAMME ZL, KAR MEMIKEIC 
汚染 せら れ 半 透明 の も の が 多く , BRAG PRI O ALO. Reet sic 単品 と な つ 
て 見 出さ れる 。 供 試 々 料 は 黒褐色 粘土 中 に 単品 を な する も の で , ユー1:5cm 大 の 結 品 で あ 
Bo 天然 に 強い 熱発 光 能 を 有 し , 一 呈 熱 発光 能 を 失わ し め な た 試料 も X MRNE 75k 
き は , 5 RAHA CHICA HEE BIEL 天然 の 熱発 光 能 に よる 発光 と 同等 の 強 さ 


1) PBA : 宮城 県 系 原 郡 文字 村 地 方 地質 及 地下 容 源 調査 報告 , 官 城 県 未 華 発 地 
FRAME 第 1 編 。 1954. 

2) 早川 ・ 舟 出 ・ 斎 藤 ・ 北 村 : 前 出 

3) 4 ; 

4) 鈴木 ・ 橋 元 : 福島 県 耶麻 郡 加 納 村 人 与 内 畑 鉄 山 を 中 心 と する 地質 讐 床 , BRAK 
# 412-2, 1950: 
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の 発光 を 示す 。 特に 興味 ある 事実 は 此 の 方 解 右 と 共生 する 石 間 り (zag (1) と し て 
RF) は 天然 に は 熱発 光 能 を 有 せ ず , LX 線 照 射 を 行 つ て も 54, 10 4, 1s Sf 
DETR CI BEAEE BD EM, 30 分 及び 60 ANB CIEE BEE EIR 
与 さ れる 一 方 , BERKEL VRRLRRE PAE (2) と し て 示す ) は 天然 に は 勿論 ; 
X 線 昭 射 を 行 つ て も , 本 実験 の 範囲 内 で は 熱発 光 能 を 認め る こと が 出来 な いこ と が ぁ つ 
て , 半 士 中 に 於 ける 方 解 石 結晶 の 生成 機巧 及び 方 解 石 の 石 管 に よる BRR IS 
か の 意義 を 有 つ こと が 予想 され る 。 : 

ZEMGIUEORGE? 2S KO ARIES ELL CBR KA FRAL CHAT 
SZBERICMI DOCH SM, 天然 に 弱い 熱発 光 能 を 有 し , -—BZNERAYLOR 
試 詩 に つい て は X 線 10 分 照射 試料 に 於 て 天然 と 同 程度 の 熱発 光 能 の 復活 を 認め た 。 

BS RIZOW Cid 2 例 の 盗 料 に 過ぎ な い の で 未だ 正 滝 を 得 た 推論 を 導く 段階 

で は な い が , 以上 の 事実 か ら 考 察する と , BGke ROME L MERE SAI ROEERE 
Et Spink KRAMEO BERT BSNS CHS 30 

MB OTe 第 6 表 に は 神岡 鉄山 産 及 び 紀 州 鉄山 産 の 方 解 石 に っ いて 熱発 光 を 検討 し 
た 嬉 果 を る も 併せ て 記載 し た 両者 共 天 然 に は 熱発 光 能 を 有 し な い が , ※ PRARAIC LOT 
容易 に 熱発 光 能 を 獲得 し ; 5 DRRHBS ICH C PLL EF RO EERE & HB L> 
oO GK LL BE Da HE Uk RS ROSS Ke BCE CT ERE ORS HT OL EAL TS 


VI S9MRERST & BARE TL SE 


de LORRY OTIC 16 FICC, X 線 照射 に 代 そ を で 。, 
ミネ ララ イト に まる 紫外 線 照 射 を 行い 熱発 光 A BEB を 検 し た が X PROG 
合 と は 異 り , 熱発 光 能 の 復活 或 は 農 三 の 現象 は 全然 認め られ な か つた 。 


VII ae 約 

以下 述べ 7 に 事実 を 要約 する と 

1. 。 岩手 県 大 所 x 宮守 地方 の 石灰 岩層 よ ょ り 探 取 し た 試料 の 約 70% に 熱 
発光 能 を 認め た 外 , 北上 山地 の 他 地 域 , 奥羽 山地 , 阿武 隈 山地 , 奥 会 津 地 
域 等 に 夫々 発光 石灰 岩 の 賊 存 を 確認 し , 発光 石灰 岸 の 分 布 が 相当 広い 邊 囲 
ICH SZOEMPMARSICBOKS 

2. FSB SLB LO CHE PGRA OY KO CHHEL, 団 時 
に し て 消滅 する 。 — BIER RO 4 DISBGESCHEW BAL C, 再度 同様 
の 手段 を 構 し ん て を 発光 し な い 。 : 

3. 熟 発 光 能 の 有無 及び その 強弱 は 石灰 岩 の 色 調 及 び 尊 度 に は 無関係 の 
nae 7) PASE JERE ATE ma LA DBE EL 
られ な い 点 が 多 


1) 牛 色 粉末 状 を な し 一 部 は 方 解 石 を 交代 置換 し て いる も の と 思わ れる 8 
2) 科 野 房 三 : 秋田 県 花岡 鉄山 調査 報告 , 地 調 質 査 所 報告 , 第 128 号 , 1948. 


Bick iy 
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4. BISHREOAMROL ORBILARAD (6 MMe Be RE 
すず, 特に Fe 或 は Mn f¢4e & SEGRE t OMAR AX FT SMMICZLV. 
5. ZASEICHED BAL LOLBHARKBROIFEtAKBIC X Bx 
TFSOELCIO, 所 要 時 間 に 長 短 が ある が , BIOCHEY BIA MITRE 
する こと が 出来 る 。 従 で て X 線 妥 射 が 熱発 光 に 対す る 賊 活 体 (activator) 
と し て 作用 し 得る も の で ある こと が 分 る 。 又 所要 時 間 に 長 短 の ある こと か 
ら 天 然 の 石灰 岩 に は 熟 発 光 能 を 保 有 し 易い 状態 に ちる も の と 然 ら ざさ る も の 
と が あぁ あり, 同一 岩層 内 だ 於 て も その 状態 は 一 様 で な いこ と が 壮 を られ る 。 
6. 方 解 石 基 他 の 久 物 に た 対す る X 線 居 射 の 結果 る 石灰 岩 の 場合 と 同様 
で , 鉱物 の 現 目 状態 と 熱発 光 現 象 と の 関係 か ら 種 々 の 成因 的 要 球 が 推測 さ 
MEBREOHATEDPMANSS 

7. SOMRFRAIC EOTIK X PRN OBS ORR 7: BREE DBE LIE 
賊 与 の 現象 は 行わ れ な い 。 


岩手 県 大 迫 宮 守 地 方 の 現地 調査 は 東北 地方 石灰 石 調査 答 員 会 に 於 ける 調査 に 際 し て 行 
つた も の で 関係 当局 に 謝意 を 表す る 。 又 北上 山地 岩泉 町 , RRO AKA EE 
与 さ れ た 地質 調査 所 奥 海 痛 技官 , 松川 村 近 傍 の 石灰 岩 試 料 を 恵 与 され た (mE 
HERE, スト ロン チ ウ ム の 微量 分 析 を 行 つ て 戴 い た 金属 材料 研究 所 後藤 秀 弘 教 授 に 対 
し 感謝 の 意 を 表す る 。 


新刊 紹 F 


Progress in coal science. I. By D.H. Bangham. 燃料 工学 の 初 学 者 , BPM 
びに 応用 部 門 の 知識 と し て 役立つ 項目 を , . British Coal Utilisation Research Asso- 
ciation (B.C.U.R.A.) が 1943 年 か ら 1947 年 まで の 間 に 扱 っ た も の か ら 摘 録 し た も 
の で ある 。 Part 1 は 工業 分 析 の 最近 の 方 法 に つい て 掲げ , 1—crystallographic 
techniques, 2—absorption spectroscopy, 3—mass spectrometry, 4—chromato- 
graphic adsorption, 5—photographic techniques, 6—measurement of flame 
emissivity な ど 各 種 の 方 法 を 述べ た 。 Prat Il は , fine particle に つい て , 7—fine 
powders and particles in industry, 8—particle size measurement, 9—specific 
surface, adsorption methods, 10—non-mechanical methods, 11—grindability 
を , Part III 以降 は 工業 , 加工 部 門 に 関す る 各種 の 操作 を 述べ , Part I111—consti- 
tuents of coal; 12—lumus, its relation to coal, 13—analysis and sampling of 
solid fuel, 14—-rare elements in ashes, 15—coal petrology, Part IV— organic 
chemistry of coal products; 16—chemical reagents, 17—action of oxygen at 
moderate temperature, 18—coal-tar research, 19—recent work on coal tar, 
20—bydrocarbon synthesis, Part V—chemical aspects of combustion and gassi- 
fication; 21—combustion in fuel bed, 22—gas phase combustion, 23 sulphur 
compounds, 24—effect of inorganic compounds 25—coal ash, 26—recent 
developments in gassification 以上 5 つの part (26098) COW CUA THS. (A 
文 447H, Butterworths Scientific Publications, London, 1950 年 , 2400 円 ) [加藤 ] 
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On the geological structure and structural control of the 
ore deposits in the southwestern border of the 
Yamagata basin, Yamagata Prefecture. 


ft 山 @ + (Ytshi Funayama)* 


Abstract : The middle region in the field is numerous faults of NW- 
SE trend associated with dip faults, diagonal faults and strike faults. 
Therefore, as a result, the Yoshino formation, Kaminoyama shale and 
mudstone member and the Motozawa formations have their relations served. 
It is within this region that block tilting occurs, and the whole represents 
a mosaic structure highly disturbed. It is in this structurally complicated 
region where the metal ore deposits are concentrated. 

The structurally disturbed area which measures 7 kilometers in breadth 
and trends in NW-SE direction for a distance extending far beyong the 
area surveyed by the writer, is here named the Yoshino structural zone. 

It is to be stated that all of the ore deposits appear to be “concentrated 
to the Yoshino structural zone and comprise types referable to vein-, 
network-, and replacement deposits. These ore deposits are governed by 
the particular structure in the Yoshino structural zone and by physico- 
chemical phenomena, and are concentrated in the regions of faults which 
served as routes for the upward flow of the mineral solutions resulting 
chiefly in deposition of the ores. It is of interest to find that the 
arrangement of either of minor fault or of tension- or gash fracture in a 
definite direction results in the deposition of vein ores. When the arran- 
gement of the aforsaid structure cross one another, network deposits are 
developed. In cases where cap rocks occur in the latter mentioned kind 
of structure, replacement deposits develop. Field observations reveal that 
the ore deposits are not selective as to their mother rock or stratigraphic 
horizons within the Yoshino structural zone. 


1, 緒 
鉱床 の 生成 に さい し て , 地質 構造 は 鉱床 の 位置 や その 型式 を 決定 する 重 
要 な 一 有 要素 を な す も の で , 鉄 床 と 地質 構造 と の 関係 , すなわち 鉄 床 の 構造 
支配 を 究明 する こと は , GRADO EC MY CHR MCS So 
山形 盆地 西 恵 縁 部 吉野 附近 一 帯 は 極め て 多数 の 鉱床 の 賊 存する 地域 で , 
一 部 は 休 山 の 状態 た 陥 づ て いる と は い を , — PRA ICERENC, KBAR 


Ni 


* 東北 大 学 教育 教養 部 地学 教 窒 


BRS ORS se Dae Aes 


有数 の 鉱床 地帯 を な し て いる 。 著者 は , 数 年 来 行 つ て 来 て いる 山形 盆地 周 


縁 部 第 三 系 の 層 序 学 的 ・ 構 造 学 前 研究 の 一 環 と し て , 当地 域 を 調査 する 機 


会 に た 恵まれ, 構造 支配 に 関し て 興味 ある 結果 を 得 た の で , と こと ゝ に 報告 し , 
講 臣 の 御 叱 正 を 名 う 次 第 で ある 。 

な お 本 研究 に あたり , 種々 有 有 没 な 御 助 言 と 本 駐 の 御 校 闘 と を 賜 つ た 渡辺 
坊 次 郎 博 士 と な た ら び に 畑 井 小 虎 博士 に 深 基 な る 感謝 の 意 を 表す る と 共に , 
調査 と あたり , 多大 の 御 援助 と 御 厚意 を 受け た 日 本 鉄 業 吉野 鉄 業 所 長野 田 
義明 氏 始 所員 の 方 々 た 深謝 の 意 を 表す る 。 


2. Re HY 


本 地域 の 南端 部 より その 南方 に か け て 広い 分 布 を 示す Seema t 基盤 と し , こ 
れ を 不 整 合 に 被覆 し て 第 三 系 が 略 々 NNE の 走向 を も つて 広く 発達 する 。 この 第 三 系 の 
最 下 位 層 た る 吉野 層 は , 主として 砂岩 ・ 奏 岩 ・ 中 性 な いし 酸性 凝灰岩 類 等 に よ つ て 構成 
され , SBRARERKTSZLOC, 本 地域 の 中 部 お よび 南部 に 広く 分 布 す る 。 この 吉野 
層 の 中 部 より 上 部 に か け て , 頁岩 ・ 泥 岩 に 凝灰岩 類 を 挟 在 する と ころ の 異な つた 岩 相 の 
も の が , interfinger の 関係 を も つて , 東 縁 部 の 上 ノ 山 市 上 ノ 山 附近 や 山元 村 黒 森 附 近 よ 
り 中 川村 中 山 附 近 に 至る 中 央 部 に 発達 する が , これ を 吉野 層 中 の 上 ノ 山 頁岩 ・ 泥 岩 部 層 
と 呼ぶ 。 これ ら を 整合 に 被覆 し て , 主として 酸性 の 凝灰岩 類 お よび 流 紋 岩 に よっ つて 代表 
され る 本 沢 層 が , 主 に 本 地域 の 北部 お よび 中 部 を 占め て 広い 分 布 を 示す 。 これ ら の 吉野 
層 お よび 本 沢 層 は , いわ ゆる 緑色 凝灰岩 層 に し て , 地質 時 代 は 中 新 世 前 期 に 属し , BH 
の 変化 が 著しい 。. 本 沢 層 の 上 位 に は , 主として 硬質 頁岩 ・ 泥岩 より な り BAR 
の 女川 層 に 対比 され る 小 白 府 層 が , 本 地域 の 北西 部 に 帯状 分 布 を 示し て 整合 に の つて く 
る 。 

本 第 三 系 最上 位 の 中 山 層 は , HRB Je - We BASLUn), これ に 稼 行 
可能 の 亜 炭 数 枚 を 挟 有 し , 本 地域 の 東南 端 部 に 吉野 層 を 直接 不 整 合 に 被覆 し て ご く 狭 い 
分 布 を 示す の み で , 一 応 第 三 系 に 含め た が 地質 時 代 は 明らか で な い 。 
本 地域 第 三 系 中 の 火成岩 類 は 主 に 吉野 層 お よび 本 沢 層 中 に 見 られ , 下位 の 吉野 層 中 に 
は 去 武 岩 質 安 山 岩 ・ 煙 石 安山岩 ・ 変 朽 安 山 岩 ・ 基 性 斜 長 流 紋 岩 等 が , 上 位 の 本 沢 層 中 に 
は 主として 真珠 岩 を 伴 つ た 鑑 長 流 紋 岩 が , それ ぞ れ 同期 の 話 岩 流 と し て 挟 在 する ほか , 
吉野 層 の 下部 な いし 中 部 を 終 い て 第 三 紀 花 答 質 岩 類 の 導入 が 認め らち られる")。 


3. 地 質 握 造 


本 地域 の 地質 構造 を 概観 すれ ば , 南端 部 の 隊 圭 花 賠 隊 緑 岩 を 基盤 と し , REX NNE の 
一 般 走 向 を も つて 橋 曲 を 伴い また 断層 に よ つ て 乱 さ れ て は いる が , 白 座 山 附近 を 通る 向 
Meee POL LC, 北方 に 開く 大 き な 半 向 心 状 構造 を 示す 。 


1) 刺 山 裕士 : 山形 筆 地 西南 縁 部 の 地質 及び 地質 構造 に つい て , AAT. 1954. 

2) 上 フフ 山 市 川戸 西方 の 東 沢 ; WATE AMT ARIE + Sirs) 

3) AMOK, この 向 心 状 構造 と 後述 する 「 吉 野 構造 帯 」 と に 和 密接 な 関連 
性 を 有する も の と 思わ れる 。 
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本 地域 は その 分 布 す る 地層 な ら び に 構造 上 より , 北部 ・ 中 部 ・ 南 部 の 三 つ の 区 域 に 区 
BENS すなわち もち, 上 ノ 山 一 元 屋敷 一 小 自 府 を 通る 断層 以 北 を 北部 区 域 , 元 中 山 一 下 
荻 一 液 砥 を 結ぶ 断層 以 南 を 南部 区 域 , 両断 層 に 挟ま れ た 中 間 地 帯 を 中 部 区 域 と する 。 

北部 区 域 は , 主として 本 沢 層 お よび 小 百 府 層 の 分 布 を 見 る 地帯 で , 区 域 の 東部 お よび 
中 部 を 本 沢 層 が が 占め, NNE の 一 般 走 向 を も つて , 一 部 走向 断層 お よび 横断 々 層 を 伴 つ 
POMETT BOR PHS RT DS, 区 域 西部 に は これ に 続い て 上 位 層 で ある 小 白 府 層 の 発達 を 見 
So NEAR, AIRC BRL CHEATS NNE の 一 般 走 向 で 南下 する が , 本 区 
域 の 南端 断層 治 い に 走向 EW で 北 傾 八 NW で 北東 傾斜 と 走向 ・ 儲 八 の 変 移 を 示し , 
先 に 述べ た 半 向 心 状 構造 の 片鱗 を 見 せ て いる 。 

中 部 区 域 は 第 1 図 に 示す よう に , NW 方 向 の 多数 の 横断 な いし 和 斜 走 断層 と これ ら に 
優 つ て 切断 され る 走向 断層 に より , ' 本 地域 に 発達 する 吉野 層 ・ 上 ノ 山 頁岩 泥岩 部 層 ・ 本 
沢 層 が 寸断 され て , 王 い に 連絡 の 逐 し い 分 布 を 示し て お り , また 一 部 傾動 運動 を 伴い , 
モザ イク 状 の 著しい 構造 の 乱れ を 示す も の で , 人 金属 鉄 床 は じつに この 中 部 区 域 に 集中 さ 
れ て いる 。 この 村 造 の 反映 は 河 系 に も 現われ て , 本 区 域内 に 於 て は , 断層 地帯 特有 の 直 
角 状 河 流 型 を 示す の が 認め られ る (第 2 図 )。 すなわち , これ ら の 鉱床 の 生成 な ちび に 
区 域内 の 河 系 や 上 ノ 山 附近 の 温泉 の 基 出 は , この 断層 群 に 密接 な 関係 を 有する も の で あ 
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南部 区 域 は , BRED LULL CERRBOSHT SHE C LAE - 横断 断層 お 
よび 一 部 斜 走 断層 を 伴う が , NNE の 一 般 走 向 を 保ち , さして 著しい 先 造 上 の 乱れ は 訟 
DSN 
LROAHMRPAMCA ONS LIRAEOANIL, REET SAR 25 UR 
する 最上 川西 部 地帯 に も , それ ぞ れ 連続 し て 追跡 され る も の で リ り *), その 範囲 は 第 2 図 
に 示す よう で ある 。 MULT, この 状態 は 更に 長く NW-SE の 両方 向 に 連続 する こと が 
予想 され る の で , 著者 は , この 吉野 附近 を 通り 7km 内 外 の 市 を も つて NW-SE 方 向 
VREC SMR LOS He (air) ¢ RMT So 


4. $e 床 の te 要 
鉱床 は 吉野 層 よ ょ より 本 沢 層 の 下部 に か け て , 鉄 脈 鉄 床 ・ 一 部 に 鉱脈 を 伴 つ た 網状 鉱 染 鉱 


床 ・ 更 状 な いし 層状 を な す 黒 録 鉄 床 な らち びに AGT GRARARR E WAT S 2d?) 
これ ら の 鉄 床 の う も で , 鉄 脈 鉱床 は 上 少く, 大 部 分 は 網状 鉄 染 な いし 釣 染 交代 式 で , いわ ゆ 
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南 沢 | Raw, AR) FEL LAR: | Hise 
(吉野 層 ) 黄 鉛 鍼 ・ 三 次 的 鋼 | 走向 N10~20°W 

藍 を 伴う (Et E70~80° 


鉛 ・ 亜 鉛 鉄 床 , 走 
ERE. (RAR SG ROMS 6570 Di 
TiS Aa » \ a EN ~7T0° 大 小 
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1) 舟山 裕士 : 山形 鍵 地 南 縁 部 の 地質 お よび 地質 構造 に つい て , RAMI, 1955. 
2) 舟山 裕士 : 山形 県 西村 山 郡 西 五 百川 村 一 ツ 沢 附近 の 地質 お よび 地質 構造 に つい 
C, FALASTI, W947 


3) この ほか , 本 沢 層 上 部 に ベン トナ イト 鉄 床 , PUL PICA RES ET SS 
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第 2 表 MWR Sh Ww Ok KK 
ok 床 名 | & # lar a] Bk zs 備 者 
FAME - BEALE PAGES SK - FS | 1 0.5~2.0cm の 
ESS (BR 山 ) KBs Het BR) goaee - Bacar | MRK Ym S 
・ 及 び 重 卓 石 
: ae GE 
吉野 (日 坂 ) | BIC IC |, | (eager) . paamgs | BOR ASABE. Ve 
IK FAS Be CAM ap ee a al SERVE 人 
Cia) en te ety 
es | . , HASKIN HAGA PR, 納 
"Ge | Ieee. Cr | HE) EC oaasane | 黄 氏 式 名 負 
| (ES 
上 部 は 酸化 し て 福 
ヶ (Se mB) | HELIO, 神 鉄 鉄 ・ 黄 銅 鉄 ・ | Bk AGL, 中 部 
| (FEB) BER: Bae | は 石 温 , Fes 
金 鋼鉄 床 
"(ue 初 | | 硫化 鉄鉱 訂 
ae) 
o (ME) | RRC - HORGL, PICPSHL | 7 
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5 明 FR Hike. eee A HK | eG AB AR FE HGIIR 1 BK 
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第 3 表 Gk 染 交代 HK 床 
ok oR 名 | 青 岩 | aR |. om Ai 備 ES 
MaRS, 一 | PERESAGK - BaGGK ‘ 
ef (LS) | 部 頁岩 ・ 砂 岩 に | 右 英 | ・ 黄 鉄 鉄 ・ 重 品 右 |「 局 平 漏斗 状 , BEGK 
し て 確 化 著しい | の 種々 な る 割合 の | 中 の 黒鉄 
(吉野 層 ) 塊状 ・ 脈 状 の 集合 
| ; ed YR 直立 漏斗 状 の 黒 
Hin (大 黒 ) 2 a tog Bi. eBI LOLI 
変化 
(人 2 黄銅 鉄 ・ 昔 鉄 鉄 ・ | WARP CHAE 
重 品 石 の 塊状 集合 
不 = | HAS, =a 7EF - MHEG | 小 球 と し て 粘土 中 
(吉野 層 ) Ee Vo 
Wh fp ae iS | 往々 少量 の 鉱 染 状 
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る 黒 鉱 式 に 属す る 。 以 上 の 各 型 式 に 属す る 鉄 床 を 一 括 表示 すれ ば , 第 ユ ~3 51).?),8),4) 
の 通り で ある 。 

GRAZE LLC TEPGK  BASKGR - TSNGK - CATES: BAB LUBE, 一 般 に こ 
れ ら は 種々 な 割合 の 集合 体 を な す が , GeEELTSZ AO, B-MPLELTAIUO., 硫 
化 鉄 鉱 を 主 と す る も の , ある い は 石 沖 を 主 と す る も の 等 に 分 類 さ れる 。 こ の うち , Bl - Bt 
AEBR DH BULGE GARI, 網状 鉄 染 な いし 鉱 染 交代 式 の , いわ ゆる 黒 鉱 式 鉄 床 に 多く , 鉛 
: 亜鉛 鉄 床 は , か つて 吉野 鉄山 (IEF ERR?) に お いて 控 掘 され た 事 る ある が 9), FAL 
ど 鉱 脈 鉄 床 を な す 。 ま た これ ら の うち で , 銅 を 主 と す る も の は 金 に 富み , 鉛 に 富 台 も の は 
GLE PED MII ASL BIL, か つて は 金 鉄 あ る い は 銀 鉱 と し て 擦 掘 され た と ころ が 多い や 9) 


5. GREK & ROBT EOD 
本 地域 に は 第 I~ 表 に 見 られ る 如く , きわ め て 多数 の 鉱床 が 賊 存 し て いる が , それ 


1) 渡辺 万 次 郎 : 山形 県 神明 人 金 鋼鉄 床 , 岩 破 , 22, 6, 1939 

2) WEWTTUCRB - TAREE : 山形 県 東置賜 郡 吉 野村 の 金属 鉄 床 , 鉄 技 試 報 , 10, 1950 
3) 矢野 茂樹 : 山形 県 東置賜 郡 吉 時 附近 の 地質 及 鉄 床 , 東北 大 岩 破 卒 論 ( 手 記 ), 1951 
) SIU: 山形 盆地 西南 縁 部 の 地質 お よび 地質 構造 に つい て , 前 掲 


\ 

) 木下 亀城 : FGAGAPS, 本 邦 の 金属 鉄 床 , 3, 1944 
) 木下 亀城 : 前 掲 

) WOUAREB - ABE : 前 掲 
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ら は 第 1 図 に 示す よう に; 中 部 区 域 の いわ ゆる 「 吉 野 構造 帯 」 内 に 制約 的 に 集中 分 布 し 
て お り , この 構造 帯 の 外 に は 金属 鉄 床 の 存在 は 殆 ん ど 見 られ な い 。 この よう な 傾向 は , 
ASHI REET DS HRB ICH CHRD SN), 構造 帯 よ り 外 れ て は 一 ・ 二 を 数 うる 
に すぎ な い (第 2 図 )。 COLL BROAML IO VERB) LI BERREO 
関係 に ある こと を 物語 る る も る の で ある 。 

「 吉 野 構造 帯 」 内 は ; 破砕 帯 を 傘 つ た きわ め て 多数 の NNE-SSW 方 向 の 逆 断 層 , 
NW-SE 方 向 の 正 断層 が , MAUL AEBS よび 走向 断層 を 形成 し て モザ イク 状 の 
構造 を 示し て お り , また これ ら の 断層 に 伴う 小 断 層 や 略 々 NS 方 向 な ら び に EW SA 
を 示す gash fracture, tension fracture の 発達 が 多数 認め られ る が , この 小 断 層 お ょ よ 
び fracture”) が 鉄 床 の 位置 と 形態 と を 支配 する 主要 素 を な し て お り , ERM 
要 鉱 化 液 の 通路 と し て 重要 な 役割 を 演じ て 居る も の と 考え られ る 。 

鉱脈 鉱床 に お ける 鉱脈 の 方 向 は な 35) , 南沢 ・ 態 野 ( 三 富 ) ・ 同 (AS) ・ 神 明 ( 人 形 岩 ) 
の 各 鉄 床 が 示す NS 系 の も の と , 熊野 (置賜 ) ・ 同 (見 立 ) ARRORT EW 系 の も の 
と の 2 群 に 大 別 で きる が , この 方 向 は 何れ も fracture の 走向 と 一 致す る も の で , 本 地 
RICHEST SSRIs, NS 系 お よび EW 系 の fracture +L CHECK, Biers 
SRL ks CE MCE So 

また , fracture は EW 系 の も の よ ょ より る も NS FOGMBDBAD 発達 を 示し て 居る 
B®, 鉄 脈 久 床 の 生成 も 後者 の 系 統 の 方 が 多く 認め らち られ る 。 この よう な 傾向 は , 次 に 述 
べ る 塊状 鉱 体 の 形態 に まで 反映 し て お り , 鉄 体 の 長 軸 の 方 向 が NS な いし は それ に 近い | 
方 向 を と る も の が 多い 。 

網状 鉱 染 型 の 場合 は , 主 断 層 に 伴う 破砕 帯 , お よび いわ ゆる 「 沙 合 直 り 」 式 に , 2 方 
Ip] fracture や 小 断 層 の 交叉 する 部 分 が 鉄 化 の 中 心 と な つて いる も の で , BREED 
に この 交叉 部 な ら び に 和 戚 砕 部 に 形成 され て いる 。 BRISA 2 方 向 は , 本 地域 に お ける 
fracture の 一 般 的 性 質 で あぁ る NS 系 の も の と EW 系 の も る ので, 従 つ て 録 体 の 分 布 も 
また , 朱 山 鉱床 辞 ・ 神 明 鉄 床 群 ・ 吉 野 ( 日 坂 ) 鉱床 等 の よう に , 数 鉱 体 を 形成 する も の は 
何れ も NS AMBKK EW 方 向 へ 直線 的 配列 を 示し て いる 。 

交代 鉄 床 と 網状 鉱床 と は 互い に し ば し ば 移 化 する も の で , 両者 は 区 移 的 な 関係 に ある 
が , AMIRI BW TCH ARGH OAR : FEF (ARM) 各 鉱 床 に 見 られ る よう に , 一 部 黒 
GLE PEO CEO, 同様 な 傾向 を 鎌 い うる も の で , 本 地域 に 発達 する 鉄 独 交代 型 も , Gh 
の 中 心 と し て は 網状 鉄 染 型 と 共通 な 選択 性 が 認め ちら れる 。 すなわち , KAVA OG 
は 主として 破砕 部 * も し く は 破 確 部 を 伴 つ た fracture 等 の 交叉 部 に , 削 久 され て 明らか 
で な いも の も ある が , Aah liter cap rock と し て 発達 し た る も の と 思わ れる 。 

これ ら の 各 鉱 床 型 は 吉野 層 よ り 本 沢 層 の 下部 に か け て 肥 胎 され , 鉄 脈 型 は むし ろ 上 位 
DAD TENS ROR SRG 73 L KUL SG CA WLS, これ は 別に 


* この 場合 の 鉄 体 の 分 布 は , 吉野 (吉野 ) の 如く 主 断 層 に 平行 な 配列 を 示す 。 
1) 舟山 裕士 : 前 掲 ; 
2) tension fracture お よび gash fracture を 指す 。 以上 同様 。 

3) PWR : BARE : 前 掲 

4) Kee: 前 掲 

5),6) 舟山 裕士 : 前 掲 (1954) 
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層 位 的 な 特質 を 意味 する も の で は な く , 「 吉 野 構造 帯 」 内 に お ける 両 層 の 分 布 状態 と 局部 
BY 72 HAE L OPER LE DD CHS5 6 ieee 
BROME, 第 1 へ ~3 KICKASS LIKUERMWSMCHOTH), か つ 同 質 岩 に 
お いて る も 鉱 化 の 状態 は 多様 で , 本 地域 に お いて は 母 岩 の 選 択 性 と 云 うこ と は あま り 認 め 
られ ず , 主として 局部 的 な 構造 に 左右 され て いる よう で ある 。 た だ , PMR RERI, 
吉野 層 の 上 部 な いし 最上 部 を 占め て 発達 する , DROS ERBRCOR DEI 
an eer し て 発達 し て お り , この 岩 質 の も の を 好 ん で 交代 し て いる よう で ある が , : こ れ 
は 同 岩 が 交代 され 易い 岩 質 の も の で ある と 云 うこ と より も , GLA, MMT HHA 
いた め に 鉱床 生成 の 場 を 形成 し 易い , と 蓋 う 物 理性 に 起因 し て いる も の と 者 えら れる 。 
本 地域 に お ける 資料 を 基 と し , 久 床 生成 に 密接 な 関係 を 有する , 久 体 の 場 と し て の こ 
の 種 の 構造 を 区 分 する と , 次 の よう に わけ られ る 。 すなわち , 
I. tension fracture, gash fracture お よび 小 断 層 が 1 方 向 の みな に 発 達し ," 
(a) Cap rock と な る べき も の が ない 場合 
(b) Cap rock に 相当 する 岩 質 の も の が あつ て も , SHE CAMU BA fracture 等 
が 発達 し て いる 場合 
(c) Cap rock が 存在 する 場合 
II. 2 方 向 の tension fracture, gash fracture お よび 小 断 層 交 交 衣 し 
(a) Cap rock と な る べき る も の が な い 場 合 
(b) Cap rock に 相当 する 岩 質 の も の が あつ て る , それ まで 同じ 様 に fracture & 
が 発達 し て いる 場合 
(c) Cap rock が 存在 する 場合 
TIT. WME AHOT, ある い は 交叉 する fracture 等 の 発達 が 頭 閉 で (この 場合 は 通 
常 破砕 部 を 伴う ), 
(a) Cap rock と な る べき も の が な い 場 合 
(5) Cap rock に 相当 する 岩 質 の も の が あつ て も 」 FECMMANTOSR, それ 
で 同じ 様 に fracture 等 が 発達 し て いる 場合 
(c) Cap rock が 存在 する 場合 


, 


BMGIERL Clk, これ ら の 特殊 構造 と 共に , 伝 化 液 の 物理 ・ 化 学 性 や 母 岩 の 性 質 筆 が 
関 挙 し て くる こと は 勿論 で ある が , 構造 的 に は , 1 の 型式 は 讐 脈 鉄 床 を 形成 し 。 IU 38, 
の a)・(b) 型 , な らち びに ユエ の (c) We fracture 等 の 発達 が 特に 頭 著 で ある 場合 
ぎ は 網状 な いし 就 染 鉄 床 を , TIL (c) お よび Il の (c) の 型式 は 人 録 染 な いし 交代 伏 床 を 
形成 し 易い 。 し か し , こ ゝ に 注意 を 要する こと は , この 傾向 は 更に 次 の 条件 に よっ て 和 制 
され る と 云う こと て で ある 。 trd4, I 型 の 場合 は fracture plane あぁ あるいは 小 断 層 
面 の 傾斜 の 方 向 が , II MBkEU III 型 の 場合 は 交叉 する fracture plane や 小 断 層 面 
の な す 交 線 の 方 向 , BENE DUS OF [i D8, ERR O WK E FIBRO T 
交 双 する 方 向 に 向 つ て 居り , し か る も racture・ 小 断層 また は 破砕 帯 の 永続 性 が 強い か , 
ある い は 主要 鉄 化 液 の 通路 に 近い 場合 に 鉄 化 は 優勢 に 行わ れる 。 し た が っ つて, GkOE 
し の 方 向 は , REO FVD BVI BAM OGM OGL -KFSWORSL, これ ら の 
方 向 を 明らか に する こ と は 探 銚 上 重要 な 意義 を も つも の で ある 。 
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Bo 4 OK 
fracture etc. 1s 25 向 4 Uk (He) 
cap rock Ge) (1) (11) 
南 沢 日 D th 
(cas 熊野 ( 自 $8) の 
(a) 神明 (AFB) 神 明 (ABIL) 
fracture etc. が 発達 | 熊野 (見 立 ) a (8h if 
(HERE) | ヶ (é %) 神 明 ( 八 百 目 ) 
a PN kas) A LL 
(b) | ee A ie 
ir eae s ei » OB) 
es fi (AHAB) ia 山 
fc, 吉野 aE 


AHRICBU ZAR, ZnFn ELMO BE RE CHMELEMSKCBMANTH 
0, 各 型 式 に 該当 する 鉱床 を 表示 すれ ば , 第 4 HOM CHS 


6. #é 語 


本 地域 な ら び に その 周辺 一 帯 は , いわ ゆる 緑色 涯 灰 岩 層 の 広く 分 布 す る 
地帯 で , 本 地域 に は 分 布 密度 の 大 きい きわ め て 多数 の 久 床 の 発達 を 見 る 。 
鉄 床 の 型 式 と し て は , 鉄 腺 鉄 床 お よび 網状 鉱 染 鉄 床 な いし 銚 染 交 代 鉄 床 ! 
の いわ ゆる 黒 久 式 鉱床 が 見 られ る が , これ ら の 鉄 床 の 殆 ん どす べ て は 本 
地域 の 略 々 中 央 部 を NW-SE 方 向 に 横断 する 「 吉 野 構造 帯 」 内 に 集中 分 
布 し て お り , 両者 は 屯 い に 刺 接 な 関係 を 有する も の で ある 。 

skeet [BEE | 内 の 主 断 層 に 伴う tension fracture, gash fra- 
cture, 小 断 層 , 破砕 帯 お よび それ ら の 交 双 部 に 形成 され て お り , 層 位 上 
の 制約 , 母 岸 の 選択 性 等 は あま り 認 め あられ な い 。 す な ね わ ち , 本 地域 に お け 
る 鉄 床 の 生成 は , BE UC [FE | 内 の 局部 的 な 地質 構造 と 鉄 化 液 
の 物理 ・ 化 学 性 と に 支配 され て いる も の で , 構造 帯 内 の 主 断 層 群 は 主要 仮 
化 液 の 供給 路 と し て の 役割 を 果 し た も の で あろ 3 う 。 

此 の 研究 は , 文部 省 科学 研究 助成 補助 人 金 な ぁ び に 斉藤 報 皿 会 学術 研究 助成 金 に 依 つ 
て 行 つ た も の で , 明記 し て 両 当局 に 深謝 する 。 
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北海 道 革 小 牧 市 を 中 心 と せる 海 濱 砂 鐵 鏡 床 に つい て (1)* 


The iron beach sand deposits along the coast between 
Mukawa and Horobetsu, Iburi Province, Hokkaido (I) 


A 町 北 一 郎 ** (Hokuichiro Ohmachi) 
鈴 A Yl 夫 ** (Yoshio Suzuki) 
早川 朝 *** (Akira Hayakawa) 


Abstract : The field investigations of:the iron beach sand deposits 
along the coast of the Pacific ocean from Mukawa to Horobetsu were carried 
out in the autumn of 1954. The iron placers occur along many shores and 
often produce by concentration from an elavated beach. More or less of 
the iron sands are seen all along many shores of the coast in the district, 
but the comparatively rich layers have only limited development being 
restricted mainly to the vicinities of Mukawa, Tomakomai, Shiraoi, Pon- 
ayoro, Noboribetsu and Horobetsu in where the last one is noteworthy and 
isnow mined. In general the thickness of iron sand rich layers varies from 
5 to 30 cm, though that of the layer at Horobetsu reaches 50cm. The size 
of the magnetite grains is about 0.03 mm in average, and the general con- 
tents of Fe and TiO, in the iron sands are 25--45°% and 2-5°/ respectively. 
The mineral and rock grains associated with the magnetite sand are 
hypersthene, augite, olivine, hornblende, plagioclase, biotite, quartz, garnet, 
ilmenite, chromite, andesite, hornfels, radioralian chert, etc. The parent 
source of these sand garins is probably in the adjacent volcanic rocks though 
some of them may be ordinarily derived from the older rock series in the 
Hidaka district. 


1) &@ 言 


この 調査 は 未 利 用 鉄 資源 開発 調査 の 一 端 と し て 1954 年 10 月 20 日 か ら 11 月 10 


日 まで の 22 日 間 に 行 われ , 主として 沖積 層 砂 鉄鉱 床 を 対象 と し て 行わ れ た も の で ある 。 
2) 位置 , RRB 


調査 穫 囲 は 騰 振 国 西北 部 に 位置 する 路 川 町 か ら 海 内 線 に 沿い 約 80km OPS HR ESE RI EY 
まで に し て , この 問 は 苫小牧 市 を 中 心 と し て , MINE CLABRRUSABEY, Wik 
別 ま で は 室 闘 本 線 及 び バ ス が 通じ , 
いる の で 極め て 便利 で ある 。 


* 日 本 地質 学会 北海 道 支部 例会 講演 (1955, 2, 7) 
** 北海道 大 学 理 学部 地 讐 数 
や か * 札幌 通産 局 伏 山 部 鉱業 課 


これ ら の 交通 機関 上 及び 運搬 道路 は 海 肉 線 に 平行 し て 
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= DBA ICT NCH SWRBRIL, WIM dS MIE CO WE DY 13 Bk 
ERASNS. FOLLOW, HABABRAR RGMR, MRE の 各 会 社 及び 松 
田 清 三郎 に よる も の で ある 。 尚 こ の 地区 に は 稼 行 準備 中 に 中 止 と な つた 目 高 砂 鉱 山 と , 
現在 稼 行 中 の 来 馬 鉱山 と が 含ま れ て いる 。 


3) 地形 及 地 質 (第 1 図 ) 


上 鷺 川 幌別 閣 の 一 般 地形 は , 東西 に わた る 広い 海岸 線 は 平坦 な 海浜 地形 を 示し , TKR 
に そつ て 約 5~6m の 高 さ の 砂丘 の 発達 閉 し く , さら に その 邊 は 海岸 段丘 台地 を 形成 し , 
と ころ どこ ろ に 放牧 地 を みる 。 又 苫小牧 か ら 上 眉 川 まで の 低地 帯 に は 海岸 近く まで 泥炭 の 
発達 が みち られ る 。 

水系 と し て は 主 な も の は 東側 か ら KB, 厚真 川 ) 容 平 川 , BHI, 苫小牧 川 』 小糸 欠 
Il, BAAN) BAI, Ba, 別々 有川, AA, 白老 川 ) ブウ ベツ 有川) ウ ョ ヨロ 有川, 敷 
生 川 ) 登別 川 ) SEBS), 幌別 川 等 で これ らち は 東北 系 か ら 北 西 系 を 示し て いる 。 

PAM OMAHA BERR LC, 第 四 紀 の 火山 活動 に 依っ つて 凝灰岩 , JRE, 
WRBIKA, kik, 浮 右 等 の 火山 噴出 物 の 厚い 堆積 層 を みる 。 これ ら は 苫小牧 か ら 跳 
BUD MEE 230 TBS LV 

ELS BAH Cla aK CS SY Ag (Pumice bed) が 浜 厚真 附近 まで み 
られ , AGW) の 第 四 紀 層 は 下 か ら 社 台 川 層 , ASLO, 森野 層 , 段丘 堆 
積 物 層 , LHCABIVURHA KWAN ODOM sn, 第 三 紀 層 を 不 整 合 に お * ゝ 


AL 


1) 土井 繁雄 : 自 老 図 幅 ( 贅 万 分 之 一 地質 図 ) 1953. 
2) BREZ, ANWAR, Bank : 登別 温泉 図 幅 ( 五 万 分 乏 一 地質 図 ) 北海 道 地 
FAVA 1953: . 


my 
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つて いる 。 又 登別 温泉 地方 2 で は 第 四 紀 層 は 下 か ら RSW AGRA, 
登別 層 , 段丘 堆積 物 層 か ら 構 成 さ れ て いる 。 MA 

この 地区 に み ら れ る 灯 山 岩 類 は 主として , 苫小牧 か ら 晶 別 地 方 に かけ て は AI Lit 
DAGEAEH (Quartz bearing augite hypersthene andesite) BRUPROAMAW 
岩 (Augite hypersthene andesite) と 別々 川上 流 の 340.1 米山 類 岩 (Iypersthene 
augite andesite), #A)l| AkGHOMAVEKS (Quartz hornblende hypersthene 
augite andesite) = CEgilthA CHK SILOS Wee (Augite hypersthene 
andesite),  fERIJI|_kygvcit BWA (Olivine bearing augite hypersthene 
andesite), #3 AE), 462 spe (Hypersthene augite andesite) &, ig 
SRII|_EYE ClAK v } TIE, WIRE (Hypersthene augite andesite) 等 が 知ら れ て 
いる 。 

これ ら の 誠 山 岩 類 は 所 調 Augite hypersthene andesite に 属す る る の が 多く , それ 
b OM MO HI SPRA> RR A> SBM AOMC, SRAOKS FH 1.2~1.0mm, 
HREOKAIL#Y 0.5~0.lmm 位 の 粒状 で , RRR BTS OL MAL RS SH 
[GUA S's 

以上 述べ た 地形 , 水系 及び 背後 の 大 山 岩 類 の 分 布 が 同 地方 の 砂鉄 鉱床 の 成因 と 密接 な 


関係 を も つも の で ある と 想 象 する の に 難く な い が , これ ら の 内 に は ある 地域 の 砂鉄 が 海 「 


に 流れ こん だ 後に 海流 に より 運ば れ 他 の 特定 の 地域 に 打ち 上 げ ら れ て 再び 砂鉄 と な つた 
る も の の ある こと は 申す まで も な い 。 


4) Hk ME 


Bl ORAS BCL eh OIL 39ND Hae 沖積 層 砂 鉄鉱 床 で あつ て , その 内 割合 
に 集中 的 に 堆積 され て いる ど 認 め ら れる 地区 は 次 の 如く で あつ た 。 

(1) 苫小牧 川 の 両 海 NE BAS NIL CIN 2s 

(2). ABR OVE (IA SKILISIE)o 
MABRO MM Skimpy Ale (2S4~5m) の 下部 に も 砂鉄 層 が ある と いわ れ て いる 。 
(3) 虎杖浜 か ら ポ ボン ア ョ ロ 附 近 の 海浜 。 

(4) 登別 川 河 吾 の 西南 崖 約 100m 位 の 海浜 。 

(5) 幌別 町 来 馬 附近 の 海岸 段丘 堆積 層 の 下 に み ら れ る 砂鉄 層 。 

以上 の 他 に 浜 厚 真 附近 の 海岸 を 初め と し な , 小 規模 な 所 調 打 上 げ 砂 鉄 水 各所 に 認め ら 
れる 。 今 各 地区 別に つい て その 状況 を 略 述 する 。 

A) BIS TEACHER Co OHNE CILIA VRE EPO RES A, RORORRY 著 る 
し い 。 し か し 他 の 地区 に くら べ て , SOLOW ELWMROLWHIK CHA, 
WUN~YKBR OBR CLR RIOR BEY 700m, 入鹿 別 川 の 西方 海岸 約 100m の 
地点 に 夫々 厚 さ 2~3cm 位 の 打上 げ 砂 鉄 が な られ た 。 RARIVNORAMER 1500m 


1) HERES, FRAME: 汐 別 古 附 近 の 火 成 活動 に つい て (その 一 地形 及び 地質 ) 
新生 代 の 研究 No. 13, 9~15, 1952. 

2) 佐藤 文男 , IRABERE : 膳 振 国 頑 別 獄 附 近 の 火 成 活動 に つい て (その 二 火山岩 
の 岩石 学 的 研究 ) 北大 地 要 報 No: 19, 27~36, 1952. 
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の 地点 で は , HEX 200m, rh 10m, ye 


& 1m へ ~1.50m の 砂層 中 に 厚 さ 23cm a 第 ! 表 
の 砂鉄 層 が 2 へ 3 MAN, その Fe | TiO, 
&DEEO miLtat #1 #HOM<L C 24.47 (%) 3.22.(9%/) 
ある 。 15.42 a 
12.76 1.62 
この 中 で 代表 的 な 桂 状 図 と 品位 を 示 18.60 | 2.42 


Set 2 図 の 如く に な る 。 


<=) DUG => 


第 2 図 Re Be O DR ie 


fm 砂層 


ha 1K DR Je 
(15cm) 

He [FE LiO; 

S:0082> 2742 


fk 砂 層 
Ak 砂 層 
Re AD JB 


wD KR ja 
(4cm) 
Fe. OS 


64.41 | 7.25 


叉 浜 厚真 駅 の 海浜 砂鉄 は Fe 10.12%, TiO, 0.81% FAL, tC Te Bere 
の 海岸 約 100m OfPICAFOFN 
Be その 品位 は Fe 14.40%, TiO, 0.81%, Fe 16.48%, TiO, 6.44% で あぁ る 。 

) 苫小牧 一 錦 岡 地区 ODF 


に 


る , 即ち 深 


西方 約 1000m 以 内 の 


上 げ 砂 鉄 層 の 濃 集 し て いる の が み ら れ た (BS ユー!.5 


BRUTE ABO GAR 400m の 地点 に ある 防 波 坦 附 


海浜 ( 幅 約 10m) に 和 割合 に 良質 の 砂鉄 層 が 発 遠 し て い 


ee ian) 位 の 砂層 中 に 


MX 3~4cm DAR 3 へ 4 枚 発達 し て いる 。 a 


に 明瞭 に 濃 集 し て い る 砂鉄 層 の 柱状 図 と 品位 を 示す と 第 .3 図 の 如く で ある 。 
XDRE OWLS Bast 5. と 第 4 図 で ある 。 
その 各 和 砂鉄 層 の 品位 を 示す と 第 2 表 の 如く に な る 。 
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BAG DER AS 


<— wg 1 > 


第 3 図 


TS AN Bt He FR OTD KE 


| 粗 粒 砂層 


| | sprang 


Fe TiO, 


っ 砂鉄 層 (1)4.0cm--39.25(9%)88.05(9%) 


っ > 秘 鉄 層 (2)3.0cm 一 50.45 8.86 


第 2 表 EB BORF OM uaz 


ROR DE ME OF aati 砂鉄 層 の 平均 品位 


っ 砂鉄 層 (3)2.5cm 一 37.18 6.44 
っ 砂鉄 層 (4)2.0cm 一 -33.46 5.64 


(但し , 砂鉄 層 (3) は S, 0.08%, P, 
0.07% で ある) 


Fe 


TiO, | Fe TiO, 

34.98(%) | 8.05(%) | 43.03(%) 7.25(%) 
30.25 5.64 | 41.89 8.86 
35.16 3.23 | 45.10 8.86 
36.67 5.64 | 51.52 8.86 
35.66 4.03 
25.47 4.84 | 

1.61 | 


9.56 


Bo 


この 地域 より さら に 西方 錦 岡 に いた る まで は IEL A PEDROS 


この 表 の 中 で 緒 状 砂鉄 層 と 砂鉄 層 に 分 類 し た の は 策 5 図 の 柱状 図 か ら に よる も の で あ 


MO HMB TeTEL 


この 附近 で は と ころ どこ ろ に 黒 砂層 (輝石 類 を 主 と し た 砂層 ) WRX 5~7em frome 
を な し て 発達 し て いる の で 砂鉄 層 と 見 誤る こと が ある 。 又 錦 岡 附 近 の 海浜 で は むし ろ 大 
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B= 

oy 
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BCE OME BREA 


第 4 
F 10" 20 


in 


量 の 海浜 砂 が 建築 用 に 控 集 され て いる の が み ら れ る 。 

(C) 錦 岡 ~ 自 老 地 区 この 地域 で は 特に みる べき 砂鉄 層 は 存在 し な い が , 覚 生 の 海浜 
IEFOW LV PROS YO, 社 台 附近 で は 約 1 ユ ~2cm (HORA OMRERB OT, こ 
この 地域 で は 他 の 地域 と 異な つて 海浜 


れ と 評 層 する 黒 砂層 も 若干 存在 する 。 し か し , 


5 Em KS 


第 5 図 苫小牧 海 早 の 代表 的 柱状 図 


TRAE D> 


EE ch OD SBR AE 


PGK a fe. 


DEORE. 20~28 メッツ ッシュ 位 で , 
この よう な と ころ で は 全く 砂鉄 層 の 央 存 
が 認め られ な い 。 

次 に 社 合川 の 西方 海岸 約 1400m の 
間 に , 長 さ . 300m, 市 10~l4m, RS 
1.50m 位 の 砂層 中 に 厚 さ 約 2~3cm の 
砂鉄 層 が み ら れ る 。 その 砂鉄 層 の 品位 を 
示す と 上 部 の 締 状 砂鉄 層 は (Fe 16.48 
%, TiO, 2.42%) で , 下部 の 砂鉄 層 は 
(Fe 34.53%, TiO, 5.64%, Fe 38.25 
%, TiO, 6.44%, Fe 46.17%, TiO, 
8.86%) で ある 。 

この 附近 に な る と , FREE 6 
層 ) の 発達 が 著しく な り , Encl Oe 
中 に 砂鉄 層 を 若干 含む こと が ある 。 

(D) AS~ SHR ABRORANW 
0.5km の 海浜 に 旧 高 砂鉄 山 の BRAM 
及び 探鉱 跡 ( 探 鉄 程度 ) が み ら れ る が , 
この 附近 の 海浜 の 柱状 図 を みて も 判る よ 
うに みる べき 砂鉄 層 は な か つた (第 6 


PRS 


Fe 14.35%, TiO, 2.42%, S 0.13%, P'0,07% 
Fe 12.76%, TiO, 1.61% 
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第 7 図 敷 生 コタ ン の 砂鉄 層 


PALS 


Sos MS era 
{| —— > kis eee ze 6.44% 
//178 Fe 


rh kb /B————’ 45.60% 9.66% 
+ 
///  %& B 35.54% 7.25% 


第 8 図 KSWIOK ROME 


ー つ 軽石 層 
(少量 の 砂鉄 を 含む ) 


fa hit fa 
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BIN Ag@ky 7 sohLORTe 


“へ ys oo ee ーー 


¥ wv マー で 
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た だ し , SBRO MY 1.5km 附近 の 人 台地 を 構成 する 火山 灰 層 ( 約 4.5m) の 下部 
に 拓 合 に 良質 の 砂鉄 層 り が ある と いわ れ て いる が , 今回 の 調査 で は 確認 出来 な か つた 。 

高砂 鉄山 は 膳 振 国 白 老 郡 白老 町 に あり , 百 老 駅 か ら 南 方 約 500m の 海浜 に 旧事 務 所 と 
選 録 場 跡 が み ら れ る 。 本 鉄山 は 高砂 鉱業 株 式 会 社 に 依っ つて 昭和 16 Zee ae, BATE EAB Ie 
か か つた が , 昭和 18 年 7 月 頃 中 止 と な り 今 日 に 至 つ て いる 。 こ れ に つい て , 斉藤 正 
KE? 他 2 人 の 調査 に よれ ば 鉄 量 は 次 の 如く で ある 。 

RS ip RS 比重 
高 砂 & 山 20mx8m x0.90mx1.8= 259ton (Fe 11.2%) | eee 
29/481 700 x7 x0.05 x2.5= 600ton (Fe 70%) } (MAMA) 
150 x8 x1.00 x1-8=2000ten (Fe 50%) he 


EIS) OR Ae by 7 RKC LIAL LAW LVMRO 漠 集 し て いる の が 
み ら れ た 。 そ の 品位 を 示す と Fe 21.26%, TiO, 3.26% に し て , あま り 良 質 の る もの で 
は な い 。 

次 に 荻野 ~ 敦 生 コ タ ン の 海浜 に 深き 1.50m の 砂層 中 に 厚 さ 平均 5~6cm OMB 
2~3 枚 央 存する 地域 が 約 100m に 誤 つ て み ら れ る ろ る 。 (第 7, 8 図 

TBD > RBS COME CE 打上 げ 砂 鉄 が 点 在 する 程度 (BX 3~5Scm) CEL 
まつ た て も の は み ら れ な か つた な 。 

ポン ア ョ ロ 人 附近 で は 登別 泥 類 岩 が 海 に 直接 臨み 海 崖 を 形成 し て いる の で , 砂浜 の 発達 
は な く , し か る も 岩礁 の 発達 が 著しい けれ ども, 巾 14~17cm, 深き 50~80cm, 総 延長 
約 93m 位 の ひろ が り で , 割合 に 良質 の 擬 黒 色 砂 鉄 が 濃 集 し て いる の が み ら れ た 。 その 
状況 を 示す と 第 9 図 の 如く で ある 。 

その 各 砂 鉱 層 の 品位 を 示す と 第 3 BOM UAB 


向 こ れ か ら 登 別 ま で の 海 


3B - ポ ボン ア ョ ヨロ 附近 の 秘 鉄 品位 
TiO Fels aye rea Dik 0 で て 
hy om いる た め 砂浜 は み ら れ な 
49.44 (%) | 7.26(%) “wo 
eds ee (E) SRN Ug BE 
27.68 3.22 別 川 の 河口 附近 か ら 西 南方 


; Vopr TC HEA 400m, rh 
50m, 深き 1,00m の 砂層 中 に , 厚 さ 3 へ ~4cm: の 砂鉄 層 が 1~2 枚 賊 存する の み で , 
その 品位 は Fe 46.12%, TiO, 10.47%, S 0.07%, P 0.04% CHAM, その 量 は 作 
りり 期待 で き な い 。 

Mind > BEE CRIBS WRI, ご く 僅 か に 打上 ザ げ 砂鉄 が が と ころ どこ ろ 分 
布 す る の み で 編 ま つた 砂鉄 層 は な か つた 。 この 地区 で 唯 二 の 稼 行 鉱山 と し て BGI 
bBo 6 She 


1) 来 馬 鉄山 の 木下 喜一 技師 の 談話 に 依る 。 
2) MER, AMET. 中 村 光 夫 : MAWES OL a SBR ORR RARE, 
北海 道 工業 試験 場 時 報 , 12, 1~32, 1946. 
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来 馬 鉱山 は PSH GI ABUT RS BS 
0, PEUERO BALK 1.5km (徒歩 20 分 ) に 
(AEE) [BEEK EUBRURBMRRDS. AGKARILEBAT 17 
- - SEAS NID, その 後 休 山 状態 と な り , 
昭和 27 年 12 頃 か ら 又 採 鉄 を 始め た が ま も な 
CHEE ROR つい で 昭和 28 年 8 月 か 
ら 報 国鉄 業 株 式 会 社 に 依っ つて 探 鉄 され , 昭和 
29 年 9 月 より 鋼管 鉄 業 株 式 会 社 の 請負 に 依 
っ て 月 産 1C00ton (Bk Fe 57%) を 目標 
と し て 稼 行 され , RABBI) 船 で 千葉 
川崎 針 鉄 所 へ 送 鉄 され て いる 。 
砂鉄 鉄 床 は 現在 の 海岸 線 よ り 約 600m 北西 
の 地点 に 位置 し , 沖積 層 中 に 肥 胎 する 。 

この 沖積 層 の 上 部 に は 平均 1m fioOps yy 
炭 層 を 見 , その 下部 は 主として 中 粒 の 黄色 砂 
層 有 及び 締 状 砂鉄 層 が み ら れ , 時 に は 砂 質 粘 土 層 
及び 大山 灰 層 を 局部 的 に 念 む こと も ある 。 こ 
れ ら 砂層 中 に 良質 の 砂鉄 層 (RX 20~30cm) 
の 発達 が み ら れ る 。 (第 10 図 , 第 11 図 ) 
; GEER O eyes, N50°~45°E 方 向 に 発達 
する 傾向 が あり , 東北 に 向 つ て は 次 第 に N80°~35°E 方 向 に な る 。 総 延長 は 約 1000m 
HOT, や や SEIBATSVYARERL, 含 砂 鉄 層 の 有 厚 さ も 膨 縮 甚だ し く , 平均 
1.50m 位 で ある 。 RCM ARE MAOMIIY 50m 位 と 考え られ る 。 な お 鉱床 内 
の 探鉱 柱状 図 か ら 判 断 す る と , 海 側 儲 斜面 は 高 品位 で 厚 層 で ある が , これ か ら 離 れ 内 陸 
内 で は 次 第 に 低 品 位 , 薄 層 と な る 傾向 が 見 られ る 。 (第 12 図 , 第 13 図 , 写真 -!) 

各 砂 鉄 層 の 平均 分 析 値 を 示す と 第 4 ROM<L CHS 


第 4 表 RG BW OD WD KR aa fe 


第 13 図 来 馬 鉱山 の 柱状 図 (3) 


| Fe S| S | P 

HBX 60cm | 上 部 砂鉄 層 ( 平 均 ) | 30.32(%) | 4.03(%) | 0.07(%) | 0.04(94) 
7» 50cm | 中 部 砂鉄 層 ( 々 ) | 49.94 8.05 0.07 0.04 
y 70cm | 下部 砂鉄 層 ( ” ) | 38.25 6.44 0.06 0.04 


叉 磁力 選 鉄 に た よ つ て えら れ た 精 鉱 品位 は Fe 59.00%, TiO, 8.86% CRgKEirix Fe 
14.35%, TiO, 2.42% で ある 。 MHA YH OWS (HG) を 示す と 次 の 如く に な 
Bo 


1954 42 8 Ff 14:8 ton (Fe57%) (8 A 26 4 FB¥) 
1954526) 9 月 482.87 ( 2 ) 
1954 42 10 B S90AND の 2 ) 
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On the new leuchtenbergite and its associated chromite 
from the Hinokami mune, Tottori Prefecture 


北 JR 順 — (Jun-ichi Kitahara}* 


Abstract : The two kinds of leuchtenbergite, aluminium magnesium 
silicate, are new minerals in Japan found by the present authour trom the 
Hinokami mine, Tari district, Tottroi Prefecture. 

One of the leuchtenbergite is faint green with white streak and 
somewhat vitreous luster of fresh broken surfaces. It has a hardness of 
about 3 and specific gravity of 2.623 at 4°C. The mineral is colourless in 
thin section, (+) 2V=2°, and has Np.=1.5704. The present writer calculated 
the formula to be (Mgj.s9 Fe’ 95 Fey 29 Alo.sa) 5.98 (St2.oaAli.o6) 4.00 Og 94 
(OH), 9g on the basis of chemical analysis. 

The hardness of the other one is about 3 and specific gravity 2.648 at 
4°C. It is pale green with somewhat vitreous luster and white streak. It 
is colorless in section,(+)2V= small and Np=1.5727. The analysis indicates 
that the formula (Mg gs Cag 92 Fe”o.2a Fe’o.04 Alo.ss) 6.02 (Steer Alt is) 
4.00-© 10.03 (OH) 7.97: 

It seems probable that the minerals were alteration product from alumi- 
nous enstatite. 

The disseminated chromite samples found in the two kinds of leuchten- 
bergite rocks gave chemical formulas as follow respectively. The former 
is (19Fe 80Mg 1Mn) 0. (46Cr 40A1 14Fe)203, the latter is (41Fe 57Mg 
2Mn) 0. (52Cr 37 Al 11Fe)203. 


l 緒 言 
鳥取 県 多 里 地方 産 の クロ ム 鉄 鉱 並 に 母 岩 に 関す る 研究 の 論述 は 別 の 機会 
に ゆず り , こ ゝ で は 多 里 地方 日 野上 鉄山 産 の 白 緑 泥 石 及び それ と 共生 する 
7 a LDRPICRCAMICIN EA EDS, © ICAMIEG Et leuchten- 
bergite "の 訳語 で , 筆者 が 仮に 名 づけ た も の で ある 。 


* 島根 大 学 理学 部 地学 教 密 

1) 木野 崎 吉 郎 は 同氏 が 昭和 3 年 に 発見 し た 朝鮮 産 leuchtenbergite を 白 泥 石 と 
IFAT BES Mae, 昭和 17 年 再版 
桜井 欲 一 氏 の 昭和 30 年 3 月 の 書 信 に よれ ば 本 邦 に は leuchtenbergite 産出 の 
報告 は な い 。 
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BBE DBR AS 


= 
mt 


Big 


SRS RM Icit A ESI, 
HH DDO aL RROBNRLAAMI—-C, 本 邦 産 クロ ム 鉄 鉄 の 約 
70~8"9。 を 占め て いる 。 三 鉄山 の 経営 者 は 異 る 。 
山 の ク ロム 鉄 鉄 は 玉 状 鉄 を 主体 と する も の で あぁ あり, 広瀬 鉱山 産 の も の は 塊 
RIC Bio © > CBE ce, REEL 
FEES SLOXBI, (ALAMRM 7 o LRADRN CHOOT S 
PICPERED LOR HS. BE EMMBORERRO—OD4H 


若松 鉄山 , 広瀬 鉱山 の 三 鉱 山 が ある 。 


< 


Zi 


A Bp ESRI OFS ASL 


BAIT a LEEDS 
, ae 


a Ag 


DORIC L, BORAGE BI LO RRM LIGA GAS CHAS 4 OM 


HD. CME LFSRAMEOA 


ABEL.) K7 uLDREDEATBRRL CLS. 


WETS (地質 図 は 当地 方 の クロ ム 鉄 鉄 並 に 


当地 方 の 地質 学 的 鉄 床 学 的 研究 は 大 川 俊夫 り , 番場 猛夫 33), BA 
(0 が 記入 だ 6 
吉 生 層 に 花 葵 岩 質 岩石 及び 蛇 紋 岩 が 輝 入 し た 。 LORS 


前 後 関係 は 不明 で ある 。 第 三 紀 
る 。 当 地方 の クロ ム 鉄 鉱 の 成因 並 
ARBRAOBK ARICA AL, 


る も の は 主 に 板 温 石 で ある が , 


任 


一 部 分 だ け 見 る と 
に お いて は クロ ム 鉄 鉄 は 蛇 絞 石 
べた 様 に 肉眼 的 に 塊状 クロ ム 鉄 鉱 の 様 に 見 えて も 鏡 下 で は PERM CHABORHS 
者 は 多 里 地方 の クロ ム 鉄 鉄 の 成因 を 岩 此 性 に よる も の と 見 て いる 。, 
MC ARVEARARH ANA, MIRAE EY 
し て 生じ た も の で , Mita bBtn mb BOT Res Bre 存する 。 当地 産 の 


LICK OFERE 
クロ ム 鉄 鉱 並 
7 7 LGR GRAS WEB CEB TRVC REA, 
(RE CVE ECAR IE A) 


miBne ei (仮に 


4) 


Fave 


母 岩 に 関す る 研究 を 記述 する 際 に 掲げ る ) 


zi 一 


と Recs it Os 
SOUERIIEN 5 O-KME OYE! 
に関し て は 諸説 7879) が ある 。 


yr 05) Age 
, WARE SS 


期 の 


デ 


VS 行 は れ た も る の で あ 


は 後述 の 様 に 頑 火 石 か ら 変 つた も の と 見 る こと が 出来 る 。 


MEME 


2. AGRARUS OAS (BRE 
AE HIB ES, 


Np=1.5704 (Abbe の 居 折 計 に よる ), (+ 


細 料 状 の 自 緑 泥 石 が 集 つ て 自 緑 泥 石 岩 を 形成 する 。 


RIL, WEES DE 
(HAIL CUO) で ある 。 光学 的 に 0.0500.2, EADY OAH A, 
自在 


J EN 


I) 


クロ ョ ロム 鉄鉱 と 


z に 蛇 紋 岩 が 交互 に 締 状 に 存する も の 
し た 様 で も ある 。 
と 共生 し て いる も の で , 


BS ESA 


前 に 述 


Za 


wy Cla 
EMER EC KS) CHS. 
010.258 KOBE OBIE 


ARE 


BERDER, He3, の 1 =2.623 


無色 , 


MEIC Be CHD SNS. AMIRRECRAGL DERLIEYDOLHEBZANZS, 
当地 方 産 の クロ ム 鉄 鉄 を 鏡 下 に 観る に , 


oo to 


LES TES ROSE OL 


fal 


Daas 


7)8)9) 


AVR : 
UTTER : 


EI, 
滝本 清 : 
: 前 掲 


地質 , 47, 昭和 15 
北海 道 地 質 報 ;, No. 14, 
: 地質 , 58, 昭和 27 

出 田 正 春 ) 種村 光郎 ,。 竹 
未 発表 


一 般 に 黄 宰 色 


昭和 25 


田 栄 蔵 : ite cs, No. 12, 


昭和 27 


乃 双 褐 黄色 を 示し , それ ら に ! 


に aR oe = 169 


第 LR 

Wt% Mol. prop Atom. ratio | OO 1800 
SiGe ee 31.15 519 Si 519 293.8 
Al,O, ATO 368 SPA 336 190.2 
Fe,0, 2.90 | 18 Fe 36 0 
CrOs | tr pees | 
Fe |-- ‘0756. 8 | Be 8 4.5 
MnO 0.00 | 
CaO | tires | 
MgO |. °, 34.57-| 864.) Mg | . 864 | 489.1 
Alk | n.d | | 
HO 32 ~ 12.82? 27 742% Fes 1424 | OH 806.0 
H,O- | 0.50 | peel erte: 3180 | 0 994.0 
Total | 99.62 


通常 黒色 の 周 緑 を 有 し , MBAARAIMRICROR‘OKEEN COS, KEBEOD 
の は 磁 鉄 鉄 成分 に 富む クロ ム 鉄 鉄 で ある 。 : 

該 自 緑 泥 石 岩 中 に 散 点 する クロ ム 鉄 然 は 肉眼 的 に 黒色 で 金属 光沢 を 有 し , 0.5~1.5 狐 
KOLOCHS. TAOLFRORE 補色 と 基 う こと に な つて いる 六 , この 試料 の 条 疲 
は 暗黒 色 で ある か ら , 磁 鉄 鉄 成分 の 多い も の と & 堆 定 さ 入る 。 鏡 下 で 全く 黒色 で ある の は 
筆者 の 扱 つ た 当地 方 産 の クロ ム 鉄 鉱 試料 中 MES ODA CHS. RET ARMA 
作用 を 蒙 り , 割 呈 は 百 緑 泥 石 で 満た され て いる (BMBFR ISR). 


AGEBOLMER  ORVEHICINMETS7 Oo RORARELCAMICA 
その も の の 分 析 結 果 は 第 1 表 に 示す 通り で ある 。 


化学 組成 式 は (Mgy-s9 Fe oo Fe po Alo.ga)5:98 (Si o4 Alj.o6)a:00 Og-94 (OH) s.06 
LR So REE D—BAEIOZ AY 2 (RM n—gR’): (Sig-pR’””p) Opp (OH) TH Bo 
SiD—-BYSMO1tY.C p ROERL, 二 価 の イオ ン を 4 個 の 三 価 イオ ン で 置換 す 
る 。 こ こ に 緑 泥 石 の 場合 =6, アーg CHS, 1=6 OY OV EMEA (orthochlorite) 
で ある o Gey 
当地 産 の も の の 化学 式 は 理 答 化 学 式 に ほぼ 一 致し (R61oe R06) (Saoe A -06) 
O,。 OW) g に 近似 し た 化学 式 に な る 。 

緑 泥 右 は 一 般 に 二 価 の 鉄 イ オン に 富む も の で ある が , 当地 産 の も の は 三 価 の 鉄 イ オン 
の 方 が 王 価 の 鉄 イ オン より 多い 。 (AL 2 8% の 少量 で ある 。 BRET Cr,0;, MnO 
を 検出 する こと が 出来 ず , CaO は 痕跡 的 で ある 。 前 述 の 様 に , : 三 価 の イオ ン が Si の 一 


1) H. Berman : Am. miner., 22" 1937 
2) RBA : MES (ae), 1958 


0 a Ee DUR OP & 5K 


CS Ca 171 
第 2 OR 
| Wt% {| * {Calculated Wt%| Mols | Atoms/Unite cell 
FeO =). -72ar | 004 | 7.66 107 | Fe 1.6 
MgO | -18.66 | 2.25 17.54 439 | Mg 6.4 
MnO 0.49 | 0. 4 0.43 6 | | 
| 552 8.0 
RO 36.43 | 0 38.93 P56 CE 73 
Al,O3 22:49" "12 22.84 224 Me 6.4 
Fe,O3 11.98 | 0.19 : 12.60 79 | Fe 213 
559 | 16.0 
sid, | 2.03 | 2.03 0 | | 
CaO | tr | "| 
Total 99.20 100.00 | 


* subtract the small amount of leuchtenbergit assumed to be impurity 


部 及び 二 価 の イオ ン の 一 部 を 置換 する か ら , SiO, Lit MeO の 量 が 減少 する に つれ て 
AlLO, 又は Fe。0。 は 増加 する こと に な る 。 
Al,O, /R,0,=90.3% (mol) >50%, R,O,/RO=0.2l<1 と な り , SRE -‘clino- 
chlore) に 属す る も の で あぁ つて, KOBZHOLAOAMIER CHSERIIEMHRS. 
BRED ORR Antigorite, amesite, ferroantigorite 及び daphanite jz H yz 
固 深 体 を な すか ら ; これ らち の 四 端 成分 で , FAENKAEO 化学 成分 の 割合 を 表す こと 
が 出来 る 。 端 成分 を 算出 し て みる と 


Mol% 
Antigorite (H,Mg,Si,O,) 48.7 
Amesite (H,Mg,Al,Si0,) 50.4 
Ferroantigorite (H,Fe,Si,O,) 0.4 
Daphnite (H,Fe,A1,SiO,) 0.5 


上 記 の 端 成分 で る 判る 様 に た , BARA amesite 分 子 が ' antigorite 分 子 よ り 稽 々 
多く , Al,0, の 含量 の 多い に る の で ある 。 前 に 述べ た 様 に , AR] OR fea Al, 
O;, を 信 ん で いる 玉 酸 < マグネ シウム 鉄 物 より 三次 的 に 生成 され た も の で あぁ る 。 
SERBS PICMALTEAETSIOLSBOLSMR 前 に 述べ た 様 に この ク 
o LGRRIT SP CaS RECH), 白 緑 泥 石 で ' 割 A を . 漠 た され て い 


618: Biles (L) と クロ ム 鉄 鉱 の 顕微 境 写真 。 c: 緑黄色 クロ ム 鉄 銃 (内 
部 に ある ), C 黒色 クロ ム 鉄 鉄 (内 部 の クロ ム 鉄 鉄 を と り ま き , Wiis 
ら ぬ いて 存在 する )。 ( x48 
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Do MIT Te L CRM SE TO 7a LRRAEIIL Ch, SPR 
SY = OBS EGE OIBAILITE Vo 7 ULM 0.5 BOF 
析 試 料 た に 供し た 。 化 学 分 析 結 果 は 第 2 表 に 示す 如く で , 不純 物 と し で 存 す 
る 白 緑 泥 石 の 化学 成分 を 差別 し て 計算 し て みた 。 

FOLBROBRS Wo) の 百分比 を 算出 し て みる と , 次 の 様 に な る 。 


Spinel (MgO.Al,O;) 40.0% 
Magnesiochromite (MgO.Cr,Os) 40.0 
Ferrochromite (FeO.Cr,Os;) 6.3 
Magnetite (FeO.Fe,Os,) 13:7 


上 記 の 様 に , spinel RU magnetite 成分 に 富み , ferrochromite 成分 の 
少な い 4 DCH Do 
PULBGEO /VRRED グロ ム 鉄 鉄 の クノ ルム 成分 は 次 の 通り で ある 。 


Chromite (Mg, Fe) Cr,O, 46.3 
Spinel MgAl,O, 40.0 
Magnetite FeFe,O, 13:7 

MgO/FeO 8 1/20 


7 a DROLET IERIE DLORO EH 
DOWEL MgO の 割合 が FeO の 割合 に 比べ で て 多い 。 


ZOLBHO MgO, Cr。O。+ALO。, Fe,O。 の 分 子 比率 MnO の 分 子 数 を FeO 
の 分 子 数 に 加え , FEO の 分 子 数 を FesO0。 の それ に 換算 し て 分 子 比 率 を 算出 し て みる と , 
次 の 様 に な る 。 


MgO 42.9% 
Cr,0,+ Al,O, 46 
Boas 12 


FERGIE? の も の に 比べ て MEO の 含量 は 多い が , REAM Fe。O。 に 換 筑 し た 場 
ED Fe。O。 含量 は 上 少ない 。 

FOABROIESR 二 価 の 酸化 物 及 び 三 価 の 酸化 物 の 分 子 比 率 か ら 化 学 式 を 求め て 
みる と , (19Fe 80Mg 1Mn)O. (46Cr 40Al 14Fe),0, に な る 。 

この 試料 は MgO 及び Al。O。 成 分 の 多い も の で ある こと が 判る 。 FeO の 含量 は 消 
く , Pe,O; の 含量 は 多い が , 酸化 鉄 の 含量 即ち FeO+Fe。O。 は 少な いも の で ある ろ る 。 等 


R. E. Stevens : Am. Min., 29, 1944 


1) 

2) 北原 順一 : ak, 38, 昭和 29 

3) fal : HH, 53 昭和 22 

2) lpi : gin & Hk, 1, 昭和 22, 3, 昭和 24 

5) 北原 順一 : 前 掲 

6) fa : 日 本 地質 学会 講演 , 東京 大 学 , 昭和 30 年 4 月 
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3 
Wit, Mol. prop | Atom. ratio Cron 1600 

SiO, | 30.44 507 Biro 507 286.7 
Al,O5 18.13 L7Se os Al 356 201.3 
Fe,O; 3.38 | 21 } Fe] 49 23.7 

| | | 
Cr,0, | (seman | 
RO R05 8 Fe” | 8 4.5 
MnO. | > 0.00-| | | 
CRO Sa OR 3 CA 3 1.6 
MsO | 34:22. | 856 Me 856 483.0 
Alk | nd | | 
HO 12.70 705 | Hee] 1410 OH 797.4 

| | | 
HO =f. 2.-0.30.*| Os 3183 O 1002.6 
Total | 99.91 | 


BORBER Ic LNs BMBHBOT a LRM MgO, ALO。 成分 が 多く , Cr。O。 成 
分 は 比較 的 に 少 い で いも の で ある 。 
クロ ム 鐵 鐘 の Cr/Fe (Belt) Cr/Fe>3 の も の は 冶金 用 及び 化学 用 に な り , Cr/ 


Fe<3 DY Olu AKAAICBL TOS, CLOT ULERCE Cr2O。 の 含量 が 少な いた 
め Cr/Fe21.8 と な る 。 


3. BPREEGRURBBRBSCBSRLEFZOLHIE (試料 ID 


eee AGAR CHA 1 に 比べ て 色 の 程度 が 移 々 濃い る の で ある 。 
EZOBMEBT SHOR) CHADD BALAURCH SZ. ARASH, H=3, d』 ロ 
=2.648, 鏡 下 で 無色 で :0.1 EADOOUMBOELNS. Np=1.5727, (+)2V=small, 
DEROBRRMECAD SN, それ に 其 苦 土 鉱 叉 は 方 解 石 が 微 破片 的 に 存する 。 

クロ ム 鉄 鉱 を 鏡 下 に 観る に , 1-2 灯 大 の 破砕 され た 不 規則 灯 の も の で ある 。 クロ ム 鉄 
鉄 に 緑黄色 を 示す と ころ が あり , COMMAS BACRELNMZ BED ALR 
BRIO COS 時 に 黒色 を 示す 一 部 に 黄 福 色 の と ころ が 僅 に 認め ちら れる 。 面積 比 で 
緑黄色 の 部 分 は '30~40%, 黒色 の 部 分 は 60~709%6 CHS. 百 緑 泥 石 は クロ ム 鉄 鉄 の 
BERES NSH CO CBEN CHS ( 顕 徴 鏡 写真 II 参照 )。 
自 緑 泥 石 に 殆 ん ど 全 部 変質 し て いる の で 原 録 物 は 不明 で あぁ る が , pace I の 様 に 
Al。0。 を 含む 東 酸 マグ ネ シ ウ ム 鉄 物 よ り 変 質 し た も の と 推定 され る 。 


化学 組成 AVE R OILS 3 RICRTI<Y Ch So 
MBE (Migy63Cag.o2Fe’“o.95Fe’”’o.-4Alo-s8)¢-02(Siz-e7 Als 13) 4-00010-02( OH 'a-97 | & 2 


QO, 前 記 一 般 構 造 化 学 式 に ほ ゞ 一 致す る 。 
前 者 に 比べ で SiO, の 量 は 少く , Al,O; RU Fe,0; の 含量 が 税 々 多い 。 この 試料 で 


[ 


TR 


OCMC Ce ee ea 


第 4 表 
rie: | wey * | Calculated Wt%| Mols | Atoms/Unit cell 
pees FeO 14.79 | 0.01 15.56 216 | Fe 3.4 
sa MgO- | 1312165 12.08 302. Mg 46 
eae MnO | 0.91 | 0 0.96 13.34 
| 531 | 8.0 
Nie CeO ne 40. RO 42.27 2784), CE | 8.5 
: AlsO5 19.77 | 0.99 19.79 194 "| Al 5.8 
Fe,O3 | 9.03 | 0.16 9.34 58 | Fe 1.7 
| | 
| 530 | 16.0 
= SO 4] 1.47 | 1.47 | 
© CaO | 0.21 | 0.21 | 
Total | 99.44 | 100.00 | | 
nS * subtract the small amount of lechtenbergite and calcit associated 


with chromite 


も FeO の 含量 は FeO, OR LUD RW CaO は 少 基 存じ し て いる が , BiRERIC kS 
も の か 不純 物 よ り の も の か 不明 で ある 。 

TeO の 含量 の 少な いも の は 白色 乃至 微 緑 色 で ある が , PCO , の 含量 が 多く ぐ な れ ば な る 
程 緑色 の 程度 は 濃く ぐ く な る も の と 見 る こと が 出来 る 。 前 者 の 白 緑 泥 石 が 後者 の それ より 色 
の 程度 が 淡い の は 前 者 は 後者 より 鉄 の 含量 が 少 い で た めで ある 。 

A1,0,/Fe,0,= 89.4% (mol)750%, R,04/RO=0.23<1 で あぁ つて, SHEARS 
る も の で ある こと は 明 で ある 。 

端 成分 の 分 子 比 率 は - antigorite 47.4%, amesite 51.7% ferroantigorite 0.4%, 
daphnite0.59% で ある 。 前 記 試 料 1 に 比べ て 試料 II は antigorite 成分 が 生々 少く , 

amesite 成分 が 和 々 多い も の で ある 。 換言 すれ は, 後者 は 前 者 に 比べ て 前 述 の 様 に SIO, 
の 含量 が 税 々 少 ぐ , Al20。 成分 が 格 々 多い も の で ある 。 


J ALBEE 7 a DERERICMEPE TS 5 BRE SRS ROBE 
LRAIGEAMICHL Keo BARICRT RIC, AREER I bo SLRPRL Tt 
> S BRE ROK AAD © ESV C7 OD LREKEO LOONEY 


sk ¥% ne Pr yes fe) 


FED REO FEE ds & VIKA D EV Leva 
spinel 36.3% ° 


magnesiochromite ZO 


ferrochromite 31. 3 uf Ve 


: magnetite | Pes 10. 6% 
228, RIS eve IL は spinel 成分 の 多い も の で ある 。 
OR ia wdinte 
eB ees eats chromite | aa 53.19), 
e : A DI GE NS 
4 magnetite = 10.6% 


| で , MgO/Fe0=58/42 で あぁ る 。 ; 
"BR TT WARE 1 に 比べ て chromite 成人 の 多い も の で ある 。 HELMED LOR 
| 若松 , 広瀬 両 鉄山 産 の も の に 比べ て chromite 成分 は 一 般 に 多い も の で ある が , 本 邦 他 
3 HEY —~Y) の も の に 比べ れ ば 少な い 。 MgO, Cr,0,+Al,0,, FeO; 04 分 子 比 率 は それ 

それ 32, 51,17 CHS. 広 長 鉄 山 産 程度 の も の で ある 。 MgO.Fe,0,, MgO(Cr,O, 
+Al,0,), FeO(Cr,0,+Al,0,) 成分 を 頂点 と する 三 角形 図 か 9 に お いて MgO、Cr。0。 
+ Al,O,)—FeO Cr,0。+ALO』) の 線上 近く 投影 され る 。-( 図 路 ) 
三 価 の 酸化 物 の 分 子 比率 は FeO 40.7, MgO 56.9, MnO 2.4 ch), =o 
| AtHODF HeRIZ Cr,O, 52.5, AT,O, 36.€, Fe,0, 10.9 Ch So っ AIS ieee 
(41. Fe 54Mg 2Mn)O/52Cr 37Al 11 Fe)20; 
と な る 。 MnO の 含量 が HABBO VOTH, 勿論 当地 方 産 ク ロム 鉄鉱 に 


も MnO の 含 生 の 少 い も の が ある 。 Cr20。 の 含量 が 少く , ALO。』 の 量 が 多い の は 当地 方 
| 産 ク ロム 鉄 然 の 一 特徴 で ある 。 | : i 
3 Cr/Fe=1.54 (重量 比 ) で ある か ら , WARRANTS, : 
a Shs BAG AF EMLIIBEO leuchtenbergite (Ci@VEH) (REIT 
| ルミ ナ を 含む 頑 火 石 より 変質 し た も の で ある 。 当 地方 産 二 seen 
ee ee fe 


| POSER BC oh <The FRRVERICREIES © 7 4 APRBRIC BEC SPP EC 
ze BLK. 


BR 足 重 な 光学 器械 を 自由 に 使用 する こと を 許さ れ , MRZOAK bE REE 
生え られ た 高根 大 学 教授 山口 鎌 次 先生 に 敵意 を 表し た い o。 本 研究 に 要 し た 有 費用 の 一 部 
は 文部 省 科 学研 究 HBA EB 


: 地質 , 前 掲 

: hin kA, 前 掲 

: Bh, 前 掲 ; 

: 日 本 地質 学会 論 演 , 前 掲 : Lea, 
: 鉱物 と 地質 , 前 掲 AK 


新 Fl 紹 人 


昭和 "8 年 に Bragg 有 父子 に よろ つて 名 著 The crystalline state # 1 4 General 
survey が 発行 され た 時 , これ に 続く 第 2 BRB 3 巻 巡 予約 制 と され , その 刊行 が 待 
た れ て いた と ころ , 約 20 年 振り に , この 度 こ れ が 完成 し た こと は , 商学 の た め 慶 びに 
が eS 


The crystalline state, Vol. If. The optical principles of the diffraction 
of X-rays. By R.W. James. 

4-1 #2 The geometrical theory of diffraction by space-lattices, # 2 = The 
et of reflection of X-rays by crystals, #% 3 # The atomic crane 
factor, #4 4 # The anomalous scattering and 6 of X-rays, #5 = 
The influence of temperature on the diffraction of X-rays by crystals, 第 6 
== Experimental tests of the intensity formulae, 第 7 # The use of Fourier 
series in cryctal analysis, #78 #.Laue’s developement of the dynamic theory- 
Kossel lines, #9 # The scattering of X-rays by gases, liquids and amor- 
phous solids, #10 # Diffraction by small crystals and its relationsnip to | 
diffraction by amorphous material. (AM 642 B, 附図 217, Bell and Sons, 
Londen # 1 fil 1948 年 , 第 2 fil) 1950 年 発行 , 定価 4,620 円 ) 


The crystalline state, Vol. III. The determination of crystal structures. 
By H.Lipson and W. Cochran. 

s@ 1 2 X-ray optics, 第 2 2 Determination and use of space groups, ##§ 
3 # Calculation of structure factors, #§ 4 = Summation of Fourier series, 
第 5 ©= Trial-and-error methods, #% 6 = The use of the Patterson function, 


<8 7 s@ Fourier methods, #§ 8 # Direct methods, # 9 # The accuracy of a 
ct hae structure determination (AW 345, 附図 305, 同上 1953 年 発行 , cel 
3,000. 円 ) 


結 品 構造 解析 に 興味 ある 者 , 又は 経験 ある 読者 に と つて , 過去 約 20 SRE 
開き れ た 結 品 状態 の 見 事 な 進 歩 を 知る こと が で きよ う 。 ! 大 森 ] 


Coals and bitumens. ByS.I. Tomkeieff. 本 書 は 主として 石炭 , 源 青 及び これ 等 
と 関係 の あぁ る 化石 の 炭素 質物 質 の 術語 の 小 辞典 で あつ て , 内 容 は 序論 , 第 ユエ 部 , 第 2 
部 の 3 部 に 分 け , 序論 に 於 て は 内 素 質物 質 の 分 類 法 に つい て 説明 を 加え , RAMBOS 
類 を 図示 し て いる 。 第 1 部 で は 記 素 気 物質 に 関係 ある 術語 VOW THK MIF ベツ} 順に 
並べ て 説明 し て いる 。 特に 術語 に つい て は 語源 の 由来 に た つい て る 簡単 な が ら 記 され , 
英語 以外 の 独語 , 仏語 及び 他 の 外国 語 の 稚 語 ACYL Cis, 第 1 部 の 最後 に 術語 目録 を あ 
げ , 英語 と の 比較 に も 便利 で あり , 主 な 命名 者 の 著書 目録 も あげ て いる 。 第 2 部 で は 要 
is bas LCRREAMRORSEORM LMRHBL, OHS Nee HT ARRNCAS CTW 

アァ ベッ ツ ト 順 に 目録 を あげ て いる 。 更に 巻末 に は , 植物 物質 , BR. ESO 3 つの 各 
One て 旋 素 と 水素 の 関係 図表 を 示し て お り , FAL OMO WHEE ( Bk 
学者 や 石炭 燃料 関係 の 技術 者 に 術語 の 適 確 な 訳 が ARREHE CHORM, 分 類 上 より よく ま 
と め ら れ , 石 談 湊 青 関係 の 命名 法 や 分 類 上 大 い に 参 考 と な ろう 。 (AM 122 HB, Perga- 
monPress Ltd, London, 1954 年 , 960 円 ) [ 隔 部 ! 


NR SNE 
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BOSE URES 
7792, Eastern Transvaal # bad- 
deleyite Hiemstra, S. A. 
Baddeleyite が 東部 トラ ンス バー ル の 
Phalaborwa か ら 産 し た 。 テ レス か ら 探 
RLRERMPRic 見 出さ れ た も の で , B 
人 色 短 柱状 , 0.05~1mm の 大 き さ で あ 
る 。 {100}, {110}, {011} の 講 面 か ら 
な り , {100} ic ie F CHS. WH Cie 
{001} & {010} CFTR HARSH 
る 。 多 色 性 が が あり, 屈折 率 は <==2.136, 
B=2.236, Y=2.243 G, 2D © ZH 
eV CRE CHL, RBEY 
定 方 位 落 片 の レタ ー デ ー シ ョ ヨン と BRO 
厚 さ か ら 計 算 に よ つ て 求め た 。 2V@== 
30°, XAC=13°, {Eb 4 AT DO fe Ris 
ZrO, 95.20%, Fe,O, 2.10, TiO, 1.65, 
AO th 1.73, 計 100.68 で あぁ る 。 iH X 


QPERE LY, 約 7C 本 の 線 の dk 
求め た 4 (Am. Min., 40, 275~282, 
1955) BLL | 


7793, FuWFOVLHM navaijoite. 


Weeks, A. D., Thompson, MEE; 
Sherwocd, A. M. 
デア リゾ ナチ 州 , Apache County に 属す 


る Navajo Indian Reservation に ある 
Monument No. 2 鉄 出 か ら , 含水 五 酸化 
バナ ジウ ム の 新 録 物 が 見 つか つた 。' この 
鉱床 は 三 畳 系 に 属す る 砂岩 及び Balale 
Rat SZ V-U SRC, ARMS 
特に 酸化 を うけ た 所 に , 薄 層 を な し 或 は 
砂粒 等 を 被覆 し て 産 す る 。 Wit CHA 
く , REARTEIRO bh SMHERE BTS. 
重 は 2.56, 光学 的 性 質 は 二 軸 性 で 直 消 
光 を な し , 多 色 性 が ある 。 %=1.905, 
>B 全 2.02。 交 線 粉 末 写 真 及び 廻 転 写真 
か ら , 単 袋 品 系 に 属す る 。 単位 格子 恒 数 


Se es 43A, by=3165,  cy= 
12.25, B=97°, =6 が 得 ら れ た 6 化学 
分 析 の 結果 , 化学 式 は V.O;-3H,O が 
与え られ た 8d (Am. Min., 40, 207~212, 
1955) BELL! 
7794, SSR¢CHMRAOMSSE A 
AS, 飯山 敏 道 , 山崎 正男 , Bey = 

GilBpa Mg, Al, Si; O 誠 の 組成 
に 相当 する 化合 物 が 3 種類 合成 され た 。 
REA RR I OC: 
@ MLMEN, Nix 830°C DF 
の も の を 尽 型 と 呼ぶ 。 他 に 850°~900° 
C 間 で と 々 型 浴 作ら れる 。 こ の ぐさ 型 と 8 
ANA) BSA EW 72 成分 で ある が , 
この 傍 六 方 唱 系 と は 異な り , 緑 桂 石 と 同 
じ 構 造 を 持つ た 六方 卓 系 で ある 。 

筆者 等 は 各地 の 曹 青 右 を 観 祭 中 , AE 
の Bokaro 炭田 か ら 産 し た BK RA 
Hep (MES) 中 に , 上 記 型 に 相当 
する 天然 産 結 可 を 発見 し た の で , COB 
地 に 基 い て , Mg,Al,Si;0,. & AEG 
(indialite) と 命名 じ た 。. 即 ち @ Miss 
Wm F! (830° 以上 ) 印度 石 ) 8 型 は 低温 
型 印度 石 と な る 。 

これ ら に 対し , 天 然 産 曹 青 石 に も , 同様 

な 関係 に ある 同質 二 像 が 見 出さ れ た 。 こ 
の 低温 型 曹 青 石 は ,. oe BAL TC 高温 
に も た ら す と 高温 型 曹 青 石 と な り aye 
FAME AA Mim Ak 一 般 
火山 岩 中 に 産 し , Re ak 変 aes 
等 に 見 出さ れる 。 大隈 石 は PE Ace 
LUE 4a, TEXHVEBAAD, — ihe 
TECHS, (Am.J. Sci., 253, 185~208, 
1955) KR} 
7795, =, SOPHRREEBRRAIC 
PSUS PM MBRLEHMH Muir, 1. 
D. 


半 深 成 岩 双 は 小 規模 な 深成岩 の BETS 


#530 ZEB MDBRBAB 


が , 高温 型 ) 低温 型 の いずれ を 示す か は , 
系 統 的 に 研究 が 行わ れず , 恐らく 両方 の 
型 が あつ て , 中 間 的 の も の は He Claw 
か と され て いた 。 著者 は この 問題 の 解決 
の OVE = の 人 (0 る 
進め て いる 。 屈折 率 に よる 方 法 は 不適 当 
な の で , お も に (010) の 極 , FEHR A ( そ 
の 他 光 軸 BE LUO B) を ステ 
レオ 上 に 投影 し て , Reinhard, Kohler 
な ど に よる 高温 , 低温 型 曲線 と の 関係 を 
述べ て で て いる 。 Wet 1) Beauer Bay の 
thai “CRB PbO RA, 2) Linosa 
産 の 中 性 長石 (比較 の た め ), 3) Agay の 
安山岩 か ら の 中 性 長石 , 4, New Amalfi 
の 中 性 長石 お よび 草 灰 長石 で , 和 ). 3) は 
中 間 の 値 を 示し て いる 。 この 中 間 型 の 象 
長石 を , 1000°C (72 時 間 ) に 加 熱 し , 
測定 し た 結果 は 高温 型 に 近 ず いた 。 次 に 
これ ら の 結果 と , HEAD exsolution, 
inversion と の 関係 を 考察 し , 対応 する 
(2ttRL So EWIOKAERAOR 
次 的 双 品 の 成因 に つい て 研究 し , その 4 
成 を 高温 > 低温 の inversion に 結び つ 
け よ うと 試み て いる が ARADO AANA 
よる 三次 的 双 上 品 の 生成 等 ), RHO ABD 
つっ つて, むし ろ そ の 多く は 初生 的 の も の で 
は な いか と 述べ て いる 。 (Min. Mag., 30, 
545~568, 1955 「 島 津 ] 
7796, BRERA OF BARE 
Foster, W. R. 
MRO MA AD MS &, その glass 
の 屈折 率 と の 間 に 直 線 的 関係 の ある こと 
x, 1906 年 Larsen JO LO THEMEN, 
LD EERAD phase diagram Ofer 
等 に 利用 され て きた 。 LRLARORTE 
右 成 分 の 決定 に は 用 いら れ な か つた 。 著 
考 は 化学 分 析 に ょ つて 成分 の 知ら れ て い 
る 填 筒 の 天然 人 長石 (いずれ る Or OF 
mlz 3.9% DLP) OWT, ZO glass 
の 屈折 率 を 求め , Larsen の 図表 か ら 


An% ERD, 化学 分 析 の 結果 か ら 得 ら 
れ な た An%. の 値 と 比較 し た s その 結果 
いずれ る も 2% 以下 の 差 で 良く 一 致 じ た s 
実際 の 方 法 は 試料 粉末 を 白金 秒 で 包み , 

WRB IAC 1550° (AL Rhee, 水中 
に 急冷 し て glass を 作り , OMPBE 
WRIEC 0.001 OfFE CROSZ. AE 
石 の 光学 的 測定 を 行 つ て 成分 を きめ る 場 
& Bee SRACL ARMAS 
が あぁ る た めい に 測定 に 種々 困難 を 伴う こと 
が 多い が , この 方 法 に よれ ば この 様 な お 
それ は な い 。 (Am. Min., 40, 179~ 
185, 1955) 「 長 谷川 ] 
7797, カリ ホル ニア Cloverdale = 
OWE Wolfe, C. W 


Russian River WKICHEL L THE 
LIP EAR BC MORE LC EEO 
良 結 晶 を 産 し た 。 結 品 は {010}, {100}, 
{110}, {111} 等 か ら 成 り , 比重 は 
3,245, 光学 的 性 賀 は &=1.640, B= 
1.645, Y=1.652, 2V=(+)67°, Zac=- 
40°, Y=b CHS, X 線 的 研究 の 結果 
UAL = 0 co OR 
107°26’ が 得 ら れ た 。 化学 分 析 の 結果 
94% ® jadeite (Na Al Si,0,) & 6% 
の diopside を 含ん で いる 。(Am. Min., 
40, 248~280, 1955) 


合川 


san 


7798, @REGOMR VI: en 
fiuor-phlogopite の X #49, $B 
AUMEE, Kohn, J A., Hatch, R.A. 
約 3 EOE (K。SiF。+6MgO + Al, 
O3+SiO,) を 大 型 の 抵抗 電気 訪中 に 疾 融 
し 金 圭 母 を 合成 し た 。 その うち も 25mm 
程度 の 良好 な 単 結 晶 を 選び , X SRY, 光 
学 的 講 隆 損 を し ら べ な た 。 化 学 分析 の 結果 
その 成分 は KMg。 Al1Si。 Oy) Po に よく 
一 致し て いる 。 光学 的 性 損 と し で で ミ 
1.522, 8=1.548, Y=1.549, 2V=(-) 
14° BREN MX 線 的 研究 の 結果 ; 


ca 


Gee $531 


‘Ag= 5.299, by=9.188, co =10.135A, B= 
99°53’, Z=2 が 得 ら れ , ZBL Cm 


と 決定 され た 。 (Am. Min. 40, 10~ 
SNR (SA) 
BASROUK WS 


DDD III Ieee 


7799, Keratophyre OPILAY StH 
fFR ERR SHAS Battey, M.H. 
New Zealand 産 keratophyre の 岩 
Be, 化学 的 研究 に よ つ て , 本 岩 が 初 
め 若 い 火 出 岩 地域 の 流 紋 岩 に 相当 する 一 
PBA RO ka TBR C あつ た こと 
BHO, ( 流 理 構造 , perlitic crack, 
pumiceous streak 4 2 BO TWH) 
Keratophyre は その 組織 が 高温 噴出 岩 
の それ を 示し て いる が 鉱物 組合 せ は 低温 
度 の も の か ら 成 り , ある 岩石 に は Na, 
他 の 岩石 に は K と 云う よう に アル カリ 
の 交代 作用 が 行わ れ , 従 つ て 其 の 組成 は 
WT VAVOERBBSEO 初期 の 流 紋 岩 
ROME #OT Na2O と K20 と の 
ASRBAICEOT BL << BOTS 
本 岩 は 石英 , 曹長 石 , 加里 長石 を 主 と し , 
少量 の 緑 泥 石 乃至 黒雲 母 を 伴う も の で , 
斑 品 右 英 を 持た な い 。「Beskow と Geijer 
に 従 つて 次 品 石英 を 有 有 す る も の に 限り 
quartz-keratophyre と 呼ん で いる )。 
Keratophyre は 再 結 品 作 用 と アル カリ 
SiO, の 内 部 移動 に よ つ て 酸 性 の 噴出 岩 
か ら 談 化し た も る の で アル カリ が 外部 か ら 
導入 され た 形跡 は な く , 叉 特殊 な ARIS 


由来 する も の で も な い 。 (Geol. Mag., 
92, 104~126, 1955) fo 
7800, Manx 頁岩 の 鑑 成 作用 Gillott, 
J. B. 


Irish Sea の Man 島 に は greenschist 
facies, albite-epidote amphibolite 
facies, amphibolite facies 等 種々 の 
facies に 属す る 変成 岩 類 の 産出 が 見 られ , 


最も 変成 度 の 低い muscovite-chlorite 
sub-facies の も の か ら 最 も 変成 度 の 高い 
almandiue, biotite, muscovite, quartz 
の 組合 せ を 持つ も の 等 が 存在 する 。 LE 
変成 作用 の 原因 に 就 て は 多く の 人 に ょ うつ 
て 種々 の 説 が 唱え られ て いる が 変成 作用 
の 分 布 状態 か ら 判 断 す れ ば , 橋 曲 軸 の 下 
に 花 肉 岩 の 存 在 を 考え 之 に 関係 する と 見 
る の が 最も 説明 し 易 いと 云う 。 MAMI 
中 に は 主 な 変成 鉱物 の 記載 と BAO 
特徴 , 造 構造 運動 に 対す る 変成 作用 と の 
関係 等 が 述べ られ て いる 。 (Geol. Mag., 
92, 141~153, 1955) [AGI 
780i, 火山 砕 層 物 質 の 産出 Ross, CS. 
Ra BRU 大 山 砕 選 物 の 研究 , 
Kye welded tu 任 及び ベン トナ イト の 
研究 か ら 此 等 が 広範 に 分 布 し , 量 に 於 い 
て る も 以前 の 評価 を 著しく 越え る 事 が 判 つ 
to 米国 に 於 ける 主 な 分 布 を 次 に 挙げ 
Bo 7 ベ ジン ボナ イー (1) RABIN 
Ordvician の も の が あぁ あり, 分布 30 万 ~ 
40 BEA, ARR 66 ir AME (2) Te- 
xas, New Mexico" に は Permian の 
の が あり , 7 FAME, 27 立方 唱 。 (3) 
Gulf Coastal plain 及び Colorado 4k 
fz, Nebraska 州 か ら 北部 に か け て 上 部 
自己 紀 乃 友 第 三 紀 の も の が ある 。 REO 
Fa IMIS HWS TULF EAE EEL 
て いる 。 凝灰岩 特に welded tuff M42 
は 最近 増大 し た 。 San Juan 地方 に は 第 
三 紀 中 の も の で 700 3M, New Me- 
xico の Jemez Mountain 地方 に は 50 
VAM, Yellow stone Park の 大 部 分 
は weldedtuff (Pliocene?) で ; Snake 
River 地方 の 流 紋 岩 質 凝灰岩 は 厚く 数 百 
WHEY) HS. その 他 中 部 Oregon, 
Califonia 等 に 分 布 す る 。 
世界 の 他 の 地方 に 於 て も KLE 
に 就 い て は 少し し か 知 ち られ て いな い が , 
New Zealand, Australia, 蘭 領 東 印 度 , 


Deke BE DR A ee 


シベ リマ 等 の 各地 に 於 いて RAR EIO 
な る 火山 砕 居 物 質 の 存在 が 知ら れ て い 
る 。 (Geol. Soc. Am. Bull., 66, 427~ 
434, 1955) (HE! 
7802, Relict dike 及び relict 

pseudodike, Goodspeed, G. E. 

BR RBOTE MBAR ICIS 外来 捕獲 岩 
及び 同 源 捕 獲 岩 が 含ま れる の は 当然 で あ 
る が , 花 税 岩 化 し た 岩 体 中 に 既存 岩 体 の 
残存 部 (relics) が ある の は 著しい 特徴 で 
ある 。 絢 長 い 板 状 の 残存 部 は 花 賠 岩 後 の 
BIULL CWS, 次 の 点 が 異 る 。 
(1) 周 思 の 花 韻 岩 質 の 小 脈 に よ つ て 切ら 
れる 。 (2) MRP Ee Be OAR Ze 
RORBARHS. (3) 脈 の 周縁 に 影 様 
の 縁 及び 局部 的 な 移 化 が ある 等 。 此 等 の 
特徴 は 岩 脈 が 花 賠 岩 前 の 生成 を 示し て い 
る 。 此 等 の 狭い 岩 体 が 実際 に 花 賠 岩 化 作 
用 前 に 既存 岩 中 に 岩 脈 と し て 形成 せら れ 
た 場合 relict dike R45 それら が 単 
に 既存 岩石 の 脈 状 の 残存 体 で ある な ら 
relict pseudodike と よぶ の が 適当 で あ 
So 両者 に 就 い て Cornucopia その 他 地 
域 の 諸 例 の 地質 学 的 , 岩 右 学 的 特徴 を 述 
“CH 4, Cornucopia ix relict dike 
は 多分 交代 岩 脈 で 花 賠 岩 化 作 用 の 初期 に 
変成 岩 中 に 交代 作用 で 生じ た も の で あ 
So Miho relict dike は 以前 の 火成岩 
々 脈 で あつ た 様 に 見 える 。 此 等 は 後期 の 
広範 な 花 賠 岩 化 作用 に 恐 し て 抵抗 人 が 強 か 
つた と 考 えら れる 。 Relict pseudodike 
wahoo, 構造 上 附近 の Ais t 0 
し て いる 。 ド Relict dilke 同 様 に 花 賠 岩 化 に 
対し 抵抗 が 強 か つ た と 療 え られ る 。 最後 
に 拓 成 岩 脈 rheomorphic dike, repla- 


cement dike, relict dike, relict pseu- 
dodike (2Bh& Rts tO 時 間 的 及び 岩 相 
上 関係 , 成分 , 構造 , 形状 等 の 特徴 を 表 
WICKS” (Am. CRS R23 
146~161, 1955) [ 千 藤 ] 


7803, AKBOSHH BRM 
Tyrrell, G. W. 

KKABORS BAN ZINA, BAH 
の 関係 に 基礎 が 置か れる べき で ある 。 = 
の 分 布 関 係 ほ は 単に 地理 的 な 意味 で は な さく, 
地質 学 的 過程 , 事件 の 反映 で ある 。 上 の 
よう な 観点 か ら , 岩石 の 組合 せ の MRE © 
係 (時 卒 的 ) を 表わす た め に , BALE 
gy ‘“kindreds” tWw32e% #9BUL Cw 
る 。 つ いで . BRK LHR, KBQE 
動 と 構造 運動 ) 地質 学 的 サイ クル , 地殻 
運動 の 組合 せ , 構造 運動 の サイ クル 等 の 
問題 を 多く の 人 の 文献 た に る と づい て = 
HACE CWS EMU, BOER 
EO AN AAELT スコ ツ ッ ト ラン 
ド , 北西 ヨー ロ ツ パ ペ , 東部 北ア メリ カ の 
拓 成 活動 の サイ クル (カレ ドミ = ニア 造山 運 
Bh) FHUGARNTHSZ, DWE 2H 
と 同時 代 で ある が , か な り 性 質 の 違う 北 
部 ブリ テン の 石英 粗 粒 玄武 岩 の 岩 脈 , 岩 
床 の 問 題 に つい て 述べ て いる 。 著者 は ま 
た , R. W. van Bemmelen の 最近 の 
MHI SESW 47EFRVYTIO 
tectono-igneous cycle (アル プス 造山 
運動 の ) を あぁ あげ, それ と スコ ツ ト ラ ンド 
の サイ クル と 比較 し て 良く 一 致す る と 述 
べ て いる 。 EMOMD 5 THe RANRE 
者 の tectono-igneous cycle の 骨組 は 
次 の RDI で ある 26 


(Diastrophiom) (Kindreds) 
I Geosyncelinel 1. Ophiclitic 
phase Kundreds 


II Orogenic phase 2. Granodiorite 
(with two or Andesite 
three subphase) Kindreds 

Iii Past-Orogenic 3. Trachy-basa- 
phase(with two ltic Kindreds 
subphase) 4. Quartz doler- 

ite Kindreds 


IU wie, Uliay75}-Fve 


~p 
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. あ る この よう な 見 方 か らち は; 深 成 作 用 と 
火山 作用 を 切り 離し て 考え る こと は 適当 
で な いこ と を 指摘 し て いる 。 さい ご の 
igneous cycle DHA ERA OR Ctx, 

Se) Dye a ee 

ァ ル プス の 各 造 出 サ イク ル を 比較 する と , 
igneous phase が 一 般 に 一 致す る こと , 
SHI HOMDO 超 塩 基 性 塩基 性 岩 と 
ophioitic kindreds の 成因 , 造山 想 の 
granodiorite andesite kinndreds の 問 
Es, 後 造山 想 に お ける tholeiite basalt 
と olivine basalt OBER, 等 を 論じ て 
いる ろ る 。 (Bull. Geol. Soci. Am., 66, 
405~425, 1955) : [Be] 
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7804, Colorado jj] Freeland-La- 
martine 地方 の RE EBEBRD A 
EOHMR Harrison, J. E. 

AHO O GEE ROPE IRS TE faa 253 
び 前 カン プリ マ 紀 堆積 岩 中 に BT SR 
織 花 状 (cymoid) DBR FEL KR 
40 “OIKIs NNE 方 向 (PRM), 
ENE 方 向 SH) RU EAR ( 挫 端 
部 ) の 3 系 統 低 鋳 の 結合 型 で 全体 と し 
て 状 曲 し た 変形 S 字 状 を EL その 生 
成 和 機構 は 先ず N60? 方 向 の 圧縮 スト レ 
Alc k AspMABHLELC PRAO NNE 
(N30°E) KOBlesBMasn, 次 いで 
LORRI T 6 RABBLE LT, ENE 
FEES RACEAO 節理 の 移動 
EOCTHRHO E ARO Bierman 
され た と 解釈 され る 。 鉄 化 作 用 は NNE 
HRA ROAMBRIY E REKO 形成 
後 ま で 大 体 連 続 的 に 行なわ れ て いる が , 
その うち 早期 (NNE RAVOAKEBE 
り ENE 4EHOBKPEC) の も の は 
金 RRA OBIE CHD, 一 方 晩 
期 (ENE ABO empi oO E KA 


OTRAS C) の も の は BISBEE - 

鉛 鉄 質 で ある 。 従 つて 初期 形成 の NNE 
AAMLE BKM AMR, 後期 の E 
AR MILA GAG - PUMA SKIR, Za 
ら の 中 間 た る ENE AAs acm SAK 
の 攻 移 部 等 と な り , 鉱脈 の 走向 に 沼 つ で 
中 央 部 より 人 失 端 部 に 行く に 従い BBR 
Gh BGK GK - PYARGAGK - THPAGK—> PQHESA 「 
GR - HRSA 変化 する lateral zoning 
が み ら れ る 一 方 鉱脈 の 上 部 で は HAE - 
PRES SARE L> 下部 で は 黄 鉄 鉱 質 鉱 
Ae ELE GTS vertical zoning の 傾向 る 
認め られ る 。 BMOL KRM SKIRIS 
MMAR, BR, 含 金 黄 鉄 鉄 , RIS 

四面 負 鉄 , Da OPES RUBBER,  ~ 
—FNRHAOFESK > PIHRER GSK IS 黄 
GR MME, BRR BMA. 関 亜 
Sn, BEG, WPS MUA BRS L 

020, これ ら の 鉱物 は 略 々 上 記 の 順序 
に 品 出 し て いる 。 (Econ. Geol., 50, 311 
~320, 1955) LEAN] 
7895, RGR HBL IX DUT © 
意見 Fryklund, V. C. Jr., Harner 
R. S. 

Idaho 州 . Coeur d’ Alene 地方 の 
Highland-Surprise 飼 出 産 磁 硫 鉄 鉱 中 
の 微量 成分 と くに Co, Ni に つい て の 研 
究 で , これ は 同一 銘 体 に お ける Re 
の 微量 成分 の 量 と ZOAMAE & OBE 
を 究め る 目的 で 行なわ れ た が , その 結果 
は 期待 に 反し 一 定 の 関係 を 得る こと が 
出来 ず に 終っ つた 。 著者 は 先 づ Surprise 
SIRO No. 1 HANH LE YD 10 箇 
DRA E RAL» その 微量 成分 を 分 
ARES THR, Cu 0.013~0.034%, 
Co 0X0.10%, Ni 0.0026~0.026%, 
Ni: Co 0.5~>526 の 結果 を 得 た 。 BEL 
その 値 の 分 布 は 不 規則 で 深度 , 生成 温 席 
等 の 関係 を 示し て いな い 。 INL 
様 な 結果 は ドイ ツ Silberberges $k ER & 
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び カ ナダ Noranda Ski PERGHR GK 5 
も 得 ら れ , これ ら の 事実 より 磁 硫 鉄 鉄 中 
の Co 及び Ni 微量 成分 が 鉱床 生成 の 
条件 を 規定 する こと は 少な いと いう 結論 
MELTS DERE BHR A 中 の 
Co RU Ni は Fe RFF BRL CHE 
し て いる も の で , ZOMG 少量 と 考 
えら れる が , GRADO Co, Ni の 量 は こ 
NEVER, この 様 な GREY 
AEROL 72RD Co, Ni 等 を その 温 
鹿 に 於 ける 飽和 (平衡 ) Be E YLT 
VS LIMBA LNA, この 様 に 生 
_ 成 温度 に 対し 未 飽 和 の 状態 に ある 微量 成 
。 分 の 量 を 用 いて その 生成 温度 を 求め 様 と 
する 試み 自身 に 無理 が あり , 加 う る に 鉱 
体 中 の 温度 分 布 が 実際 考え て いる より 非 
常に 不 規 則 で ある こと 等 の 理由 より , BK 
礁 鉄鉱 に 関し て 上 記 の 様 な 結果 が 得 あ られ 
だ の だ ろう と 述べ て いる 4(E6Eon: Geol.., 
50, 339~344, 1955) i 
7806, Idaho, Burke の Hercules 
RIS HIT SEER ROK 
Stingham, B., Galbraith, F. M., 
Crosby, G. M. 
鉱床 は Algonkian DEER KKH ROVE 
Evie PO SIRS, HEIL, 水平 共に 3,600 
PRADA SRA GhYR LAVCES-EL te 
Hercules [E235 SKPRIE 1~15 9R 
ORT I 0, BALLER SORE 
So WRAL 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄鉱 , BERKS, 
鉄 隊 石 及び 黄 鉄 鉱 , Bike, BSR, Hi 
fia MYLES BLO RY, 鉱石 
GYOVS A PAGK, FENG, CQHGAGK CHS, 
磁 硫 鉄 鉄 は 鉱床 下部 , 黄 鉄 鉄 は 上 部 に 見 
られ , 殆ど 共生 せ ず , 下部 は 高温 生成 を 
示す 。 鉄 化 作用 の 時 期 は 次 の 順 で ある 。 
1) 斑 酸 塩類 , 2) PMR YE (GERRGK), 3) 酸 
化物 ( 磁 鉄 鉄 )) 4) 硫化 物 (更に 含 鉄鉱 物 
と 然 ち ら ざ る も の の 2 生成 時 期 に わか れ 
る ), 5 及び 6) iB mUBGRGK, BE 


| に は 低 評 だ っ だ 


(UAE で は 母 岩 中 に 黒雲 母 , SRA, | 
緑 泥 石 , 姜 鉄 鉄 が 生じ , IRN 極め て . 
借 少 伴う 。 鉱 体 は 全く 変質 し な い fat 
接する 事 も あり , 又 鉄 石 と 関係 せる 多少 
の 緑色 絹 雲 母 又 は 緑 泥 石 を 伴わ 和 ぬ 事 も あ 
So 母 岩 の 変質 の 不 均一 性 は 1) その 場 
所 の 通路 が 録 液 を 自由 に 通じ , Bats 


2) FEA tO 
ERBILE CLEP, 3) GRA 
分 供給 され な か つた , 4) Ya eSB 


し か 存在 し な い SOREBABBALNS]o 
母 岩 へ の 変質 溶液 は , 7S < ERERU 
BERR GRD HoH F SMa, 350°C 以下 
の アル カリ 性 の 深 液 で あつ た 。 
AIME,Mining Br., 196, 1278~1282 
1953) LEBAR |” 
7807, Arizona, Johnson Camp 
CAAA OME Baker, A. [. 
鉱床 は 略 々 単 伸和 構造 を 示す AEB AIK 
岩 よ りな る 中 部 Abrigo fecMigl: = 
の 上 に 整合 に 重なる 上 部 Abrigo BRU 
下部 Martin BOREACBRE SAT 
居る 。 区 域内 に は 同時 期 の 3 方 向 の 断層 
群 が 銚 化 作 用 前 に 生じ , 作用 後 も 運動 し 
た 。 又 この 断層 より 前 に 生じ た 四方 向 の 
直交 する 減 い 橋 曲 が ある 。 母 岩 の 石灰 岩 
は 灰 禁 頂 千 石 を 主 と す る garnetite, 鉱床 
LR OARS alt a eEL GS tac- 
tite に 変じ , 後者 は 前 者 より 広範 囲 に 分 
布 す る 。 garnetite は 成層 面 と 平行 し て 
BA LORE EL: その 落し は HHO 
AMUN D o BUCKY DOBRO, 
AHH GH RVCREO SAS, Silt AHS 
の 最上 部 に あり , PQHSSGK, 黄 鉛 鉄 , 透 
AINA, RUE, Ti, RGRGK, BER 
SK» WRAKENSK, WKB, 磁 鉄 鉄 及び 赤 鉄 
鉄 よ りな り , 母 岩 の 変質 後に 生じ た 。 BY 
TEGO GAS BPGKS SEL, 結 品 
DARHEA<( BAEK So GROVER 
CLAUD MRR CAT AH, HK RAS 


(Trans. 


be 


Bee Ro cigs: 


eS CASK AO, 地表 近く で は 存在 
し な ぐ な る 。 こ の 変化 が MRO N IF 
47 72 GRR HBG ANIA 3 Blk 重要 な 事 で 
Hb. BR ERMC ED. AES 
の 鉄 液 通路 で 正 つ て garnetite FAL, 
そこ を 渡れ た も る の が 白雲 内 を tactite 化 
させ た 。 その後 の 鉄 液 が 同じ 通路 を LF. 
し ; garnetite 人 し な い 石 灰 央 を 交代 し , 
GRE OC OREBASNS (Trans. 
AIME,. Mining Br., 196, 1272~ 
1277, 1953) [鈴木] 
7808, ウラ ニ エ ユー ム 鐘 床 の 起 源 
Everhart, D. L. 

YF=2—LER ROMS CYRIK 
下す る 事 が 出来 る 。 1) BAREIS 花 
内 岸 , ペグ マタ イト 中 に 副 成 分 鉱物 と し 
て 存在 する る の 。 2) BOKER > PRA 
水性 Ni-Co-Ag Shik, 減 熱 水 性 石英 一 
BRAHMS, BULK PS 
箋 に 伴う る の 4。 3) 水 成 起源 WOKE 
は 火 酸 塩 録 倒 床 に 見 られ る も の 。 4) 地 
下水 起源 ; 地下 水 の 影 響 に より , BUF 
ン 岩 石 下 部 の 右 灰 岩 , 亜 炭 等 に 集中 する 
る の 。 5) 有機 性 起源 > 頁岩 等 の 有機 化 
合 物 中 に 含 大 する も の 。 : 

概して ウラ = ニョ ー ム の 地 化学 的 講 性 質 
は , 他 の 鉄 石 構成 元素 と 大 差 は な い が 。, 
その 沙 解 度 が 極め て 高い た め に , YE, 
EvA, pH に 支配 され る 事 が 少な く , FE 
つて 上 記 の 如き 種々 の 異 つ た 地質 環境 に 
於 て も 容易 に 沈 淫 し , 普遍 的 に FETS 
る の と 思わ れる 。 (Mining Eng., 6, 904 
~907, 1954) [Balsa | 
7809, 西南 ニ ユ ーe メ キシ コ の Palo- 
mas 地 鹿 の 鏡 戸 共生 に 就 て Henry, 
Gry: 

“SMX OKRA, 古生代 石灰 岩 ROA 
GIRS ICA T FIRM UK ACACSKPE 
を な す 第 三 紀 の UREA AGRE 
で ある 。 BHRMLL CIRKR, AE 


鉛 鉄 , BEGGK, 四面 鑑 鉱 , 方 鈴 鍼 , FRR 
FAGRGK, PROR GRAS ASME X = OMB ELH. 
BRAG ICIZSLEE A, 藍 鋼 鉄 , FAPASKSE DS 
BENS LOR CHPRMIE HULA 
大 部 分 を 占め , Wi 0.1% 程度 の 銀 を 
GA, SAP CoveseGn, WERTSRGK, PRR 
SRPAGR OD EO. MANRDS ASAE OD BG BA ic 
治 つ て み ら れ , PRSRGKL BAEK L OBER 
部 に は 度々 反応 緑 と 思わ れる も の を 形成 
し て いる 。 更に 尋 銀 鉄 は PIRTER SA CIE 
四面 鉛 鍼 と 共生 し , これ ら を 交代 し , = 
の 外 三 次 的 な る の と し て は , FEO 縁 状 
部 分 に 存在 する も の , 細 脈 状 鉛 藍 を 含む 
も の 等 が ある 。 MICA ROM 
脈 と し て 内 年 鈴 鉄 中 に 存在 し 量 的 に 小 で 
HOR, 銀 の 硫化 物 を 伴う 次 銀 探 査 の 指 
SS : 
Bt LCs, AiG, GR B 
卓 右 の 順に 唱 上 出し, この 中 で 沿 石 は , BF 
BORBR LOCEUES BAL. le 
雲 石 の 所 で 発達 が 著しく ; hats 
VRID SLATS Bit vy CO fh HA 
た 。 な お 滑石 の 産 状 及び その 他 か ら , 4 
GREE LBs, ERE DOT 
VMAVERMEB RA bNA, (Econ.Geol., 
49, 758~778, 1954) [田代 ] 


石油 鏡 床 時 


7810, PEEK OME HOPE 
Glonids see pine 

WRK AY TF ROME A: 5 Batt 
の 堆積 物 中 に まで 倫 ま れ , 現世 堆積 物 で 
Abe 80 BEd. 6 RRRE 65 BE, 主 に 大 陸 
概 堆 積 物 中 に 分 布 す る 。 その 生成 環境 は 
普通 の 塩 度 分 を 持つ た 海水 中 で , Boe 
元 状態 に ある 所 が よく , 従 つ て RWWA 
の 存在 する よう な 所 が 一 層 よ い 。 MEM 
に 際 し て は 適当 な 根源 物質 , 既 ち 雲母 人 
鉱物 或いは 鉄分 に 富ん だ HEE OVER SE 
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で ある 。 EMS NSZREL—iRIC neritic 
zone 位 の 所 が 好適 で , 稀 に 6,000 RE 
り 深 い 所 , 或いは 30 FREY Be pt C# 
成 さ れる こと も ある 。 生成 温度 は か な り 
広い 範囲 を 持つ が SB Be TK ISA 
で ある 。 一 般 に 石灰 質 砂 岩 , 不純 な 粒状 
AURA FEO THT SOL AB Wo 海 
縁石 は この よう に その 生成 条件 が 限ら れ 
て お り , 広野 外 で の 認定 が 容易 で ある た 
め , 玲 積 環境 の 手がかり を 得る の に は , 
これ まで 用 いら れ て いる HHORMED Y 
wedi mee LOCHA CHS う 。 
(Bull Am.-Assoc. Petrol. Geol., 39, 
484~492, 1955) : [Ag] 
7811, Kansas の Florena shale 
{x<##o 3 lithofacies 及び biofacies 
の 定量 HAR Imbrie, J. 

カン サス 州 に 於 ける Permian 中 の 
Beattie limestone (Wolfcampian) は 


Cottonwood limestone, Florena shale 
及び Morrill limestone M4 member 
か ら な る が , この Florena shale は 
Kansas を 過 り Nebraska か ら Okla- 
homa (24 ¥ CM PARE AO eae 
追跡 され る 石灰 質 頁 岩 部 層 と し て BBC 
ある 。 これ は Moore (1951) に よ ょ つて も 
Zeal O ME AMATO 対象 と し て 好適 
で あろ うと 指摘 され た も の で ある 。 Bra- 
chiopods, bryozoas, echinoderms その 
他 の 化石 を 豊富 に 保存 する 本 層 に つい て , 
含有 化石 量 を paleoechological, depo- 
sitional 及び postdepositional factor 
の 反映 と し て の biofacies FRAME ( 個 
数 1 し , 同時 に lithofacies を 定量 化す 
る 手段 と し て Turekian (1955) に よる 
insoluble residue (HCl で leach) の 
分 光 分 析 を 利用 し , 特に 化石 量 と SrCO, 
/CaCO, ratio と の 相関 関係 を Florena 
sea の salinity と 結び つけ て 差 え る 等 , 
bio-, litho-facies の 量 的 訟 化 及 び 関 係 


を REEBDCHSILOMML tie 
eres (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 39, 649~670) [加藤 
7812, コロ ラド 別 Denver basin の 
Little Beaver, Badger Creek 及び が 
Middiemist 油田 Macquown, W. 
C., Na Ra AV E. 

コロ ラド 州 Denver の 65 MR 
Washington, Adams county Lh AR 
22 OH yz, Denver basin の 東 縁 部 に 
於 ける 一 種 の stratigraphic-structural 
field と し て 注目 され る 。 こ の 中 Little 
Beaver 湯田 は 1954 年 1 Aol Alice 
pg 9,000 バー レル FHL コロ ラド で 第 
二 の 油 田 と な つた 程 で ある 。 2 年 足ら ちず 
で この 油田 だ け で る も 250 万 バー レル に 
達し , その 埋蔵 藤 1000 FEB 2000 7G 
バー レル と 推定 され て いる 。 油 は Cre- 
taceous の 浅海 概 に 沈 積 し た 多少 連続 性 
の あぁ ある 不 南 性 灰色 砂岩 乃至 泥岩 に 挟 存 す 
る レン ズ 状 の channel sandstone が 一 
部 sub-sea current で 変形 され た も 

の か ら ガ ス と 共に 産 す る 。 2 OD yh RB x 
Dakota BHM “D’’, “J” sand と 呼 
ば れ て いる も の で ある が 元 来 は channel 
deposit で , 下位 の Permian evaporite 
OMANI ESRI AD, 漫 人 触 凹 凸 面 上 
の compaction その 他 小 さい 構造 運動 
の 結果 出来 た 不 規 則 な 起伏 ある FREE Eve 
YOR L, 局部 的 な 底部 が この channel 
sand で みた され , その 後 一 部 wave 
action で 秘 州 状 に 変形 し た も の と 考え 
本 る 2 “DEED Upper Rt 
shale は 上 記 の 砂岩 レン ズ 上 で differe- 
ntial compaction を うけ た 。 £0 
Cretaceous #HAJ28 Tertiary 初期 の 
造 構 運 動 は Cretaceous 全体 に 豆 つ て 影 
絡 し , それ 以前 の 小さ い 構造 を 変形 し た 
が 浅 部 の 構造 上 の 特徴 自体 が IRE OS 
に ある 構造 を 反映 し て いる 。 即ち 構造 上 


抄 


aq $537 


: の closure jx78A Ere < YHVE structural 


terrace 乃至 は nose CPRMATS> 従来 
= OU CIM Hh PHBA ZL 
か つた が , isopacheous map に よ つ て 
上 記 の よう な 油 層 の 特徴 を 把 え , sand 


lense Ofte, 分 布 を 明か に する と 同時 " 


に その 拡がり の 上 か ら 今 後 の 探査 と 開発 
に 役立つ べき 資料 を 提供 し た 。 (Bull. 
Am. Assoc. Petrol. Geol., 39, 630~ 
648, 1955) [加藤 ] 
7813, 西部 カナ ダ タダ 産 原油 中 の V, Ni 
Fe 微量 金属 Hodgson, G. W. 
石油 中 に V, Ni, Fe O24 BR 
まれ , これ ら の 人 金属 が 石油 生成 の 地 史 的 
見 地 か 宣 要 で ある こと は > 既 に Ka- 
tchenkov に より 指摘 され て お り , XI 
れ ら 金属 の 集中 は ボー メ 度 と 逆数 値 に な 
つて いる こと る も 知ら れ て いる 。 著者 が 西 
部 カナ ダ の 主要 な 産油 層 (上 部 デボン 
ERE) の 標 式 的 原油 に つい て , 
Milner, O. I. の 方 法 を 用 い V, Ni, Fe 
の 微量 成分 の 分 析 を 行 つ た 所 , 下記 王 金 
属 は 0.04~600ppm. 含有 され , 古い 時 
代 の 石油 が 低い ~V/Ni 比 を 有 つ て いる 
と いう 著しい 傾向 が 判明 し た 。 こ れ は V 
を 含む 有機 分 子 は Ni を 含む 有機 分 子 よ 
り る 不安 定 の た め と 考え られ る 。 石油 中 
に 含ま れる これ ら 徴 量 金 属 は O5 AM 
分 右 油 生成 後 の degradation に 関係 す 
る の で あろ う 。 高 これ ら 微量 金属 の 含 相 
状態 を 詳し く 調 べ る こと に より 西部 カナ 
ダ の 原油 の 移動 と 集積 の 時 期 , 形式 を 知 


り 得 る 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 38, 2537~2554, 1954) [Hao] 
7814, AYYARLEBMA—-AyN 


OSBt cOBESAMRIO OWT 
Swineford, A., Frye, J. C. 

1952 Bz 4 AV TG Yr 4 
Y, <V¥—CHRL 15 HOREO 
試料 に つい て , BRIVUEENORU X 


RRA AT CFIC EAD Aran 
eo O74 VINDRIC HI BL Cl 


~AREEILT JY TODA BURT 


ラス カカ 地方 の 47 人 箇 の 試料 に つい て 比較 


検討 を 加え て いる 。 先 づ 機械 的 分 析 に 於 


て phi スケ ー ル に より 昧 積 曲線 に 於 て カ 
ン サ ス 黄 土 は 西部 ミー ロ ツ パ の ERE 
と 殆ど 大 差 の な い 頻 鹿 曲 線 を 示し て い 
る 。 (LBC TS BYRD 15 fi 
の 結果 と カン サス 黄土 を 比較 し て カン サ 
Awbkix Al,O; が 多く 又 ア ルカ リ る も 多 
い が , Cal Bw, 筆者 等 は 特に 西部 - 
ョ ー ロ ツ パ 英 衝 に つい て 6 RGU CH 
細 に 記載 し て 説 月 し て いる 。 ON RAAT 
に つい て は ば ョ ー ロ ツ パ 黄土 197 箇 比較 
Lt, 2 ミク ロン より 細か が いる の に 関 1 
て は , DYFABLOLG Mt mon- 
tmorillonite が 大 部 分 を し め , _ illite, 
kaolinite は 少量 で あり , 石英 は すべ て 
の 試料 に 含ま れる が , chlorite" 或 い は 
vermiculite の 証拠 は な い 。 ヨー ロ ツ パ 
MBAs iulite + bit mica OF EDM 
確認 出来 る 。 KOA ls 4RAOE 
源 に 基づく る の で あぁ つて , 野外 の 地質 関 
係 , 地形 , 黄土 発達 の 状態 が 深い 関係 を 
Bl CWwA (jour. sedi Pet. 25, 3 
23, 1955) [阿部 
7815, 砂 ・ シ ルト ・ 粘 二 の 割 合 に よる 
分 類 と 人 久 名 Shepard, F.P. 

砂 ・ ジ ルト HEED 3 成分 に よ つ で て で 三 
角 座 標 で 堆 積 RD RAT SAE 
は , 多く の 研究 者 に よ つ で て RH SNE 
され て 来 た 。 穫 者 は 今日 迄 多く 使用 され 
て いた 三角 座標 の よい 点 悪 い 点 に つい て 
検討 を 加え , 比較 的 簡単 で 実際 的 に 役 立 
DIL, 区 従来 の 堆積 物 の 分 類 ・ 命 名 を 
RL CH LO OR PAE RAEL 
た 。 筆者 の 三角 座標 は 75% 以上 は いづ 
れる も 単体 の 名 で 呼び , 三角 座標 の 中 央 に 
B- VU) -F#GEEOIEFS LR REED, 
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その 外 は 50% に 命名 の 境界 線 を も うけ 
た も の で ある 。 こ の 分 類 ・ 命 名 は 比較 的 
簡単 で あり , 分 類 が 左 程 細く も る 粗 ら くる も 
BALES» 多く の 堆積 学者 に 利用 
され て いる 。 (Jour. Sed. Pet., 24, 
151.158 1954) (are) 


7816, 西 オ ー ス トラ リア の Rough 
Range [CAFS HAE ROME RHE 
zg Condon, M.A. 

1953 年 に 西 オ ー ス トラ リア 大 陸 の 
Middle Devonian か ら Miocene に い 
eS HERE k I) 7% S Carnarvon 
SHIRA CT, 5 FHC OCHRE, 
HH) URPKSe OC, 地質 構造 並 
ONC RIE hie - ia ck 5 SHE 
が 推定 され , SHMAAYSNS 石油 可 
Bete Sh CH CASEY 実施 し た 所 
3620feet で Middle Cretaceous の i5 
feet の 砂岩 層 の 点 で 40°A.P.I の 石 3 
が | 500bbl/day BML, 筆者 は この 
田 附 近 の 層 位 並び に 構造 に つい て 説明 
し て いる 。 特 に この 附近 に 於 て は 始め て 
試み あれ た も の で , 西 オ ー ス トラ リア の 
右 油 の 可能 性 が 今後 更に 有望 で あろ う 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 38, 


2110~2118, 1954) [阿部 」 


aL 


dei eas 

7817, FEWER AOR WR 
加藤 武雄 

この 論文 は 蔵王 山 周 辺 河川 の 代表 的 な 
三 っ の 水系 , すなわち 信 川 水系 (HAM 
Si) と 濁川 水系 (ASRS) WOW 
C, 夫々 水 任 調 査 を 行 つ た 結果 で ある 。 
調査 は 1951 年 3 月 に 人 川 水系 を , 1953 
年 7 月 に 漁 川 水系 を 行 つ た 。 探 水 に は な 
る べく 河川 の 中 央 部 を えら び , RS 10 
cm の と ころ を 夫々 の 地点 で 同時 に 採 水 
し た 。 著 者 は 夫々 の 分 析 結 果 を 1933 年 , 


1935 年 の 吉田 義信 の 次 料 と 比較 し 河川 
の 推移 を 論じ て いる 。 1) BNA 
する 主要 河川 は , 何れ も 酸性 を 呈し , 特 
に 酢 川 ・ 三 度 川 は pH 2 以下 の 強酸 性 
で , 蔵王 川 も PH WRAL 4 を こえ な 
Wo ASIA OD pH id 1.2-19 & 
1933 年 より 減少 し て いる 。 この 原因 は 
蔵王 川上 流 の 硫黄 鉱床 の 開発 と 関係 が あ 
る 。 2) 須川 水系 の pH, CL SOQ, 等 
DEMA(LEBATAM, 島川 の 化学 成分 
含有 量 は , MES, Nat AOS 
々 係 を 保つ て いる 。 3) 濁川 水系 に 属す 
る 河川 は , WEAE PROBS! - KR 
の 二 つ を 除け ぼ ば , すべ て 酸性 河川 で , 
1935 年 と 比較 し 以前 より る も 増加 し て い 
Do また , 竹 要 な 化学 成分 は 鉄分 以外 は 
最近 濃度 を 減 上 落し て いる 。 これ は 源流 地 
PICU SKUNAMIO 衰微 と 関係 が ある 
と 思 お れる 。 (地理 学 評論 27, 229~ 
243, 1954) BE 
7818. SPOOF SHOR BIE 
Merome; sv ap 

New Mexico, Sacrament 山 附 近 に 
OBO (Em AwWBBL DATS 
DB, CHAUCGKAL TOARBAM, BREE 
GOBER VCOVYC, Pb の 特殊 な 検 
出 法 を 行 つ て いる 。 MS MBAR 5% 
醒 酸 溶液 で 処理 し , 5% 深 化 加 里 深 液 を 
mA, AL Pb が 存在 すれ ば 活化 鉛 の 黄 
AYRE MACS 叉 , Bi ad 2 Sie KR 
BUS SIIB ERE AT, その 
発泡 の 有無 を 検 す れ ば ょ よい 。 Hic, この 
検出 法 を 野外 で 大 規模 に 行う に は . まず 
牙 頭 を 水 で 洗い , MBE AW CREM 
SOW, 次 いで 活化 加里 を 噴 圭 し て その 
反応 状態 を 観察 記録 する 。 LHD OBE 
は 比較 的 簡単 な 試薬 と 装置 で , Wik AO 
半 定 量 的 に Pb を 検出 する 事 ボ が 出来 る の 
で 便利 で ある 。 (Econ. Geol., 45, 358~ 
362, 1950) { BRI eb | 
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Isotope geology. By K. Rankama. 原子 番号 を Z, 中 性 子 数 を N, 質量 を 
A と する と , ここ に A=Z+N の 関係 が あり , 又 原 子 中 に 存在 する プロ トン 及び 中 
性 子 の 数 で 特徴 付け られ た 原子 種 は 核種 (nuclide) と 呼ば れ て いる 。 Z が 等 し く A が 
Sts BARE AML (isotope); A PELL, N と Z Mr SME AHK (isobar), 
N が 等 し く , Z & A BRE SMALE A PIER (isotone) と 呼ぶ 。 本書 は この isotope 
の 研究 が , 地球 化学 , BMA, 海洋 学 , 水文 学 等 を 含め て の 極め て 広 意 義 な 地質 学 た 適 
用 で きる こと を 述べ た も の で あぁ つて , B-M CIBEOMAY 並び た 化学 的 性 損 を 述べ , 
第 二 薦 で , 核種 の 自然 科学 を 詳細 こ に 記述 し て いる 。 KiCB-BCiKED BANDA 
WADIEBN, 1) Atoms, nnclei and nuclides, (2) The periodic system, (3) 
Isotopy, (4) Mass analysis, (5) Radioactivity, (6) Properties of nuclear radiations 
(7) Nuclear reactions in nature, (8) Geological applications of radioactivity 
(9) Abundance and origin of elements and nuclides, (10) General possibilities 
of isotope reactionation in nature の 10 Bic4GOC, SROMBEAW CHB 
述べ られ て いる 。 MICRRICLOCRRRODIELL OM 8 HBG, これ は Distribution 
of radioactivity in igneous rocks, Radioactivity in geochronometry, Age of 
the earth, Age of the elements, Radiogenetic heat in rocks, Autoradiography, 
Radioactive disturbances in mineral structures, Age and rate of deposition 
of ocean sediments, Radioactivity and mineral deposits, Radioactivity and the 
genesis of petroleum, Radioactivity as an aid in concentration of ores, Well 
logging by radioactivity, Radionuclides in laboratory geology の 13 #filz 4 


・ て 例 を 挙げ て 説 朋 され て いる 。 


第 三 稀 の 元素 別 の 各論 で は 水素 か ら , 原子 番号 98 の Cf BR. それ ぞ れ の 元素 の 
isotope 別に 産 状 そ の 他 が 詳し く 述 べら れ て いる 。 特に 93 番 Np (neptunium), 94 
% Pu (plutonium), 95 4 Am (americium), 96 # Cm (curium), 97 @ Bk 
(berkelium), 98 #@ Cf (californium) の 記載 仁 12C/18C, 160/180, 32S /345, 2°6Pb/ 
204Pb, 207pb/204pb, 28Pb/24Pbh 等 と 共に 興味 深い 。 MBRICG RO SIRS 
られ て いる 。 (AM 535 A, 発行 所 Pergamon Press Ltd., London. 1955 年 , 
定価 7.55) (a) 
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